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メード・イン・ジャーマニィ
ナーバテルム社は世界中50０人の従業人で70年もの間、産業炉をいろいろな適用範囲用に開発し製造し
てきました。 メーカーとして炉の製造に関しては世界に最も深く広範囲に到って販売し地球上100カ国以上
に150,000もの顧客を持ちその素晴らしいデザイン、品質 の高さと魅力的な値段で弊社の成果を明確に示
しているのです。短い納期は弊社の高い多工程生産と広範囲の標準炉プログラムで保証します。

品質および信頼性に対する高い基準
ナーバー・サームは幅広い標準タイプの炉を提供するだけではありません。高度なエンジニアリング能力を
駆使した自社製造により、顧客固有の熱プロセス設備に向けて、搬送システムや装入装置を含めたシステ
ムの計画・設計を行なっています。複雑な熱技術を組み込んだ生産プロセスは、適応用途に確実に対応し
たシステムソリューションによって実現します。

ナーバー・サームの画期的な制御・調節・自動化技術は、プロセスにおける全面的な制御・監視・ドキュメン
テーションを可能にします。高度な温度正確度や熱効率をはじめとし、優れた耐久性を追求した設備設計
により、ナーバー・サームは揺るぎない競合性を確保しています。

世界規模の販売網でクライアントに近接
Naberthermの強みは、炉産業の中でも一二を争う大きさの研究開発部にあります。また、中心となるドイツ
での生産ならびに顧客中心の販売とサービスのコンビネーションは、お客様の要求に応えるための企業競
争力において長所となっています。世界の主要国に置ける長年にわたる販売パートナーと自社の販売会社
が現地でのお客様に合わせたカスタマーサポートを保証します。弊社の炉と炉の装置はお近くの取引企業
様のところでもご覧頂けます。

大規模なクライアント・テストセンター
特定のプロセスに対して最適なソリューションを提供する炉を選択すること
は、場合によっては容易な決定ではありません。当社はこのような事情を
配慮し、お客様の適用目的に対応した炉を選択して頂けるよう、規模や多
様性で他に例をみないテストセンターを整備し、ナーバー･サームの代表的
な炉製品を用意しています。

顧客サービスおよびスペアパーツ
顧客サービス部門では、弊社の専門担当員が世界全域にわたってサポート
を提供しています。ナーバー･サームは高い自社生産率を確保しているた
め、スペアパーツの大半について在庫の場合は翌日発送、または短かい納
期での部品生産が可能です。

多様な熱処理分野における豊富な経験
ナーバー・サーム社は先端材料分野の多用途高性能工業炉の他にも、多様な分野の適応に対応した標準
型の炉および設備を幅広く取り揃えています。当社のモジュールシステムは標準型炉を採用することで多
くの領域への応用を可能にするため、お客様の用途に個別に合わせて製造するコスト高の方策を採る必要
はありません。
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1) 大気
2) 保護ガス

乾燥、脱バインダー、加熱クリーニング、脱ワックスのコンセプト

プロセス

雰囲気

脱バインダーの最高
温度

有機物量

要求

コンセプト

炉のタイプ
脱バインダー用

脱バインダーと 
焼結用

排ガス処理

加熱炉

450 °C

有機物量少量

温度均一化の要求度
高め

雰囲気置換監視、排ガ
スファンによる排気装
置付き。制御されない

炉内負圧。

DB10

NA .. 45 DB10, 18ページ

脱バインダー

溶剤による乾燥

大気 不活性

300 °C

有機物量少量

温度均一化の要求度
低め

EN 1539 Typ A に準
拠。

雰囲気置換監視、備え
付けの吸引パイプを通
した排ガス装置付き。

LS

TR .. LS, 20 ページ

450 °C

有機物量少量

温度均一化の要求度
高め

EN 1539 Typ A 
(NFPA86 Class A)

に準拠。
雰囲気置換監視、排ガ
スファンによる排気装

置付き。

LS

KTR, 22ページ
NA .. LS, 18ページ

NAC, 17ページ

450 °C

有機物量少量

温度均一化の要求度
高め

N 1539 Typ Bに準拠。
少量の残留酸素量での

不活性化を監視。

LSI

KTR .. LSI, 22ページ
NAC, 17ページ

ガス
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水素雰囲気での加熱式
脱バインダー。確実な

雰囲気置換の監視。

NR H2, 53ページ
SR .. H2, 61ページ

VHT .. H2, 62ページ

不活性

600 °C

有機物量少量

温度均一化の要求度
高め

H2

NRA .. H2, 58ページ
SRA .. H2, 61ページ

フレア

反応ガス 触媒方式

120 °C600 °C650 °C

有機物量少量から多量有機物量少量から多量有機物量少量から多量

温度均一化の要求度
高め残留酸素量なし少量の残留酸素量

不活性雰囲気での加熱
式脱バインダー、不活

性ガス洗浄の確かな
監視。

IDB

NA .. IDB, 18ページ
N .. HA IDB, 18ページ

TNV

触媒方式の窒素雰囲気
または硝酸雰囲気での
脱バインダー。酸素置
換用の確実な窒素浄化

を監視。

CDB

NRA .. CDB, 68ページ

フレア

加熱式脱バインダーま
たは不活性雰囲気での
熱分解。不活性ガス浄

化の確かな監視。

NR .. IDB, 58ページ
SR .. IDB, 61ページ

VHT .. IDB, 62ページ

IDB

NRA .. IDB, 58ページ
SRA .. IDB, 61ページ

フレア TNV

脱バインダー

ガス

大気

650 °C 850 °C

有機物量少量 有機物量少量から多量 有機物量多量

温度均一化の要求度
低め

コントロール可能が難
しい加熱ランプ付き脱

バインダープロセス 
（発熱反応）。発火性
混合物の確実な点火。

N .. BO, 29ページ
NB .. BO, 29ページ
W .. BO, 30ページ

WB .. BO, 42ページ

BO

TNV

温度均一化の要求度
高め

雰囲気置換監視、予熱
された空気の流入、排
ガスファン装置による
排ガスの排気。制御さ

れない炉内負圧。

H .. DB200, 34ページ
HT .. DB200, 46/50ページ

N .. DB200, 36ページ
W .. DB200, 30ページ

DB200

NA .. DB200, 18ページ
N .. HA DB200, 18ペ

ージ

KNV
TNV

温度均一化の要求度
高め

雰囲気置換監視、予熱
された空気の流入、加

圧された炉。

H .. DB100, 34ページ
HT .. DB100, 46/50ページ

N .. DB100, 36ページ
W .. DB100, 30ページ

DB100

独立した KNV
独立した TNV

温度均一化の要求度
低め

雰囲気置換監視、流入
空気は非加熱、加圧さ

れた炉。

LH .. DB50, 70ページ
HT .. DB50, 46ページ
N .. DB50, 38ページ

DB50

独立した KNV
独立した TNV

脱バインダー

大気

加熱クリーニング、焼却 脱ワックス

大気

850 °C

有機物量多量

温度均一化の要求度
低め

発火性混合物の確実な
点火。

BO

TNV

還元

500 °C

有機物量多量

温度均一化の要求度
低め

酸素量少なめ、有機物
の熱分解。解放燃焼の

回避。

CL

NB .. CL, 28ページ

TNV

＜ワックスの引火点

有機物量多量

温度均一化の要求度
低め

ワックスの融点以下で
確実に融解。

WAX

＞ワックスの引火点

有機物量多量

温度均一化の要求度
低め

フラッシュ点灯プロ
セス。

融解、焼却、焼結。融
解、焼却は引火点以
上。高温炉に供給。

BOWAX

TNV

N .. BO, 29ページ
NB .. BO, 29ページ
W .. BO, 30ページ

WB .. BO, 42ページ
N .. WAX, 26ページ NB .. BOWAX, 27ページ

ガスガス



技術セラミックの脱バインダーは、ある一定濃度に達すると炉内で引火性混合物となる遊離炭化水素が
原因で、危険なプロセスとなっています。ナーバテルムは、炉の確実な運転を可能にするため、プロセ
スやバインダー量に依存する受動的または能動的安全構想を提供します。

I. 大気中脱バインダー

1. 電気加熱炉での脱バインダー
電気加熱炉での大気中脱バインダー用に、ナーバテルムは多様なプロセス要求に対応する様々な 
脱バインダー装備を提供しています。全ての脱バインダー装備に、確実な統合型安全技術が備わってい
ます。必要に応じて、受動的または能動的安全構想が選択可能です。受動的安全構想は、有機物量や
プロセスの安全性、温度分布によって異なります。

1.1. 受動的安全構想
基本的にナーバテルム製脱バインダー炉には、可燃性物質の緩慢な気化用に受動的安全装備が施され
ています。ワークのガス放出により炉内を可燃性雰囲気にしないために、電気加熱炉は流入空気を利用
した希釈原理で稼動します。有機物量と温度勾配は、顧客側で気化率が許容限度を超えないように定
義されなければなりません。安全構想を機能させるのは、使用者の責任です。炉の DB 安全構想は、安
全関係のプロセスパラメーター全てを監視し、不具合発生時には適切な非常プログラムを開始させます。
実際に、受動的安全構想は優れた価格や性能比で実証されています。プロセス要求に応じて、以下の装
備を提供しています。

脱バインダー装備 DB10　最高温度 450℃の熱風循環炉用（対流加熱）
脱バインダー装備 DB10 は、最高温度 450℃の熱風循環炉における確実な脱バインダー運転の基本モデ
ルです。炉は排ガスファンを装備し、設定された空気量を炉から吸い取ることで、脱バインダープロセス
に必要な流入空気を調節します。炉は、設定されていない空気の流入を避けるよう負圧下で運転されます。

確実なプロセス経過のため状態を監視：
 �排気流量
 �空気循環
 �温度勾配線：顧客側で設定した加熱勾配を越えた場合、炉が停止します。

脱バインダー装備 DB50　ラボラトリー用炉
脱バインダー装備 DB 50 は、ラボラトリーでの使用や、またわずかな気化率での使用に適しています。
炉は空気流入ファンを装備しています。出荷時点で流入空気ファンは、脱バインダープロセスに必要な
流入空気吹込み量が設定されています。脱バインダー時に炉は負圧下で運転しています。

確実なプロセス経過のため状態の監視：
 �流入空気流量

脱バインダーの安全構想

空気

空気
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脱バインダー装備 DB100 熱放射式製造炉用
脱バインダー装備 DB100 は、熱放射式炉における確実な脱バインダー運転の基本モデルです。炉は流
入空気ファンと流入空気加熱装置が装備されています。流入空気ファンは、脱バインダープロセスに必
要な流入空気吹込み量が設定されています。脱バインダー時に炉は負圧下で運転しています。排気と排
ガスはモーター式フラップがついた排気口を通り、時折中断されながら排気フードへと流れます。そして、
顧客側の排気システムのインターフェイスに接続されます。

確実なプロセス経過のための監視、装備、プロセスについて：
 �電磁式ドアロック
 �余分な流入空気流量
 �流入空気フラップの設定
 �排気フラップの設定
 �温度勾配
 �電圧降下（電圧の回復による非常プログラム）
 �流入空気ファン
 �熱電対の断絶
 �障害によって様々に炉を制御し、確実な状態に転換する

脱バインダー装備 DB200 製造炉、熱風循環炉または熱放射式炉
脱バインダー装備 DB200 は、脱バインダープロセスの種類や変更に柔軟に対応できるため、多様なセ
ラミック製造に適しています。脱バインダー装備 DB100 の用に、プロセスに必要な流入空気が流入空
気加熱装置で予熱されます。予熱された空気は、パーフォレート状のセラミック管を通り水平に炉内に
流入します。そのため、非常に効率的な熱伝達および温度分布が実現します。

また脱バインダー装備 DB100 と異なるのは、排気と排ガスとがそれぞれモーター式フラップのついた排
気口へ別々に流れることです。炉には流入空気ファンと排気ファンが装備されています。それぞれの装備
は、脱バインダープロセスに必要な流入空気吹き込み量と、炉内の負圧が確保されるよう設定されてい
ます。排ガス（脱バインダー時）は、顧客側の排ガス配管に繋がれた排気口に流れます。冷却時の排気
は、時折中断されながら顧客側の排気システムに接続された排気フードへと流れます。直接接続により
発生する排ガス量が減り、排ガス浄化装置もより小さいものとなります。冷却段階では、時折中断され
ながら顧客側の排気システムに接続された排気口へ排気されます。

確実なプロセス経過のための監視、装備、プロセスについて：
 �電磁式ドアロック
 �余分な流入空気流量と排ガス流量の監視
 �流入空気フラップの設定
 �排ガスフラップの設定
 �排気フラップの設定
 �勾配の監視
 �電圧降下（電圧の回復による非常プログラム）
 �流入空気ファン
 �排ガスファンの停止
 �炉を負圧下に維持
 �熱電対の断絶
 �障害によって様々に炉を制御し、確実な状態に転換

空気

空気
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脱バインダー装備 DB100 と DB200 の違いと特徴、長所について：
 �予め設定された流入空気量に連動する排ガスファンの自動制御装置。長所として温度管理（温度分布）
と適切な排ガス量管理。また臭気の軽減や排ガス配管内での凝縮形成。
 �空気噴射管がパーフォレート状に炉内に配備され、予備加熱された流入空気が水平チャージレベルで
均一に分布
 �時折中断されながら排気されるため余分な冷気が混ざらず、排ガスシステムは小さくて済みます 

（エネルギー効率）。

1.2. 能動的安全構想
受動的安全構想は、追加装備により能動的安全構想に装備され、能動的に安全性が監視されます。炉
内の火炎熱分析 (FTA) により、実際の許容濃度を監視し、それに相応して流入空気ファンおよび排ガス
ファンが自動的に制御されます。充填超過や、急激な昇温勾配、流入空気供給の不足等によって炉の安
全性が保持されない場合は、プロセスステージに相応して必要とされる非常プログラムが即時に作動し
ます。

2. BO- 安全構想電気加熱炉での高い気化率におけるプロセス
BO 安全構想では、引火性の混合物が追加のガスバーナーにより焼却され、場合によっては有機物の残
りも焼却されます。この構想は、コントロールされない温度上昇の際も損傷がない製造にも適しています。
この安全構想に関しては、10 ページをご参照ください。

3. ガス直接加熱式炉での脱バインダー
ガス加熱炉では、遊離炭化水素の大半がプロセス中に直接燃焼されるため、電気加熱炉に比べて有利
です。このためガス加熱炉は高度な気化動性等によって制御が困難な気化プロセスに適しています。動
性は労力またはコストのかかるプロセス制御や長いプロセスタイムを必要としません。しかしガス加熱式
炉は、正確な温度管理や均一な温度分布が要求される脱バインダーにはあまり向いていません。

II. 不燃性 / 可燃性の保護ガス下 / 反応ガス下での脱バインダーおよび熱分解

IDB −安全構想　ガスパージボックス内のわずかな残存酸素量における不燃性保護ガス下での 
脱バインダー用
物質に対しわずかな残存酸素量において行われる保護ガス下での脱バインダープロセスには、不活性雰
囲気ガスパージボックスにおける受動的 IDB- 安全構想を提供します。熱に強いステンレス製のガスパー
ジボックス付き炉の技術は価格や性能比でご納得いただけます。

監視されている不活性ガス−予備パージと保護パージは、ガスパージボックス内の残存酸素量 3％を超
過しません。この限界値は定期点検してください。

 �ガスパージボックス内の不活性ガス−予備パージと保護パージの監視
 �不活性ガス圧許容値の監視
 �炉内の雰囲気が希薄になりボックスの漏損があった場合に補填するため、流入空気がある炉内のパー
ジの監視

脱バインダーの安全構想

空気

空気

保護ガス
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IDB- 安全構想　不燃性保護ガス下での脱バインダー用および熱分解プロセスのレトルト炉用
NR(A) および SR(A) シリーズのレトルト炉は、不燃性保護ガス下の脱バインダーあるいは熱分解プロセス
に最適です。IDB タイプの炉は、保護ガスで洗浄されます。排ガスは排ガスフレア装置で焼却されます。
安全運転を確保するため、パージおよびフレア機能は共に監視されます。

 �相対圧 35 mbar の過圧に制御されたプロセス進行を監視
 �誤作動のないシーメンスの PLC 制御とグラフィック表示式のタッチパネルによるデータ入力
 �プロセスガス圧の許容値を監視
 �不活性ガスを炉内に安全にパージするためのバイパス
 �熱方式アフターバーニング用排ガスフレア装置

可燃性プロセスガス下での熱処理用安全構想
例えば水素の可燃性プロセスガスの使用の際には、それに求められる安全技術を追加装備して納入し
ます。安全に関するセンサーは相応の認証を受けた部品です。炉の運転は、誤作動無く確実に作動する
PLC 制御システム (S7-300F/ 安全制御 ) で制御されます。

 �プロセスガスの流入は過圧で制御
 �認証許可済みの安全構想
 � PLC 制御付きプロセス制御 H3700 とグラフィック表示式のデータ入力ができるタッチパネル
 �水素流入量冗長バルブ
 �全プロセスのガス圧許容値を監視
 �不活性ガスを炉室内に安全にパージするためのバイパス
 �熱方式プロセスガスのアフターバーニング用フレア（電気またはガス加熱）
 �誤作動時に保護ガスで炉を洗浄するパージ容器

CDB- 安全構想　硝酸を使用した触媒方式脱バインダー
 �安全構想は硝酸を利用した際の爆発性混合ガスを避けるためにあります。ガス密閉型レトルトは自動
的に窒素で押し流され、硝酸流入前に大気中の酸素を排除します。脱バインダー中は監視された窒素
と硝酸の混合比で酸過剰と爆発性雰囲気を防ぎます。
 �酸ポンプ促進率の制限と監視
 �過剰流量センサーでコントロールされた窒素流量
 �誤作動のないシーメンスの PLC 制御
 �高低温を監視する温度調節コントローラー
 �誤作動時に保護ガスで炉を洗浄する非常用容器
 �熱方式アフターバーニング用排ガスフレア装置

保護ガス

保護ガス
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I. BO- 安全構想有機物気化率の高いプロセス用

BO- 安全構想は、制御するのに難しい気化動性が原因となり、炉内雰囲気を希釈しても引火性のない混合
物を確保するに至らないプロセスに使用します。例えば、多量のバインダー量や気化率の早いプロセスな
どです。また、点火により灰下する製造プロセスにも、この炉のコンセプトは実施されます。

炉内雰囲気は常に空気が流入され、絶えず過剰に空気がある状態です。しかしながら引火性混合物は雰
囲気に発生し、炉内のガスバーナーに点火します。その過程により大きな引火性の濃縮物は発生できず、
確実な焼却が可能となります。構想は一般的に、温度上昇による損傷がない製造に推奨されます。有機
物の除去は、500℃以上で可能となります。焼却プロセスへの接続は、炉のモデルによりますが、次のプ
ロセスが最高 1400℃までの場合可能です。

プロセスの経過を監視する安全機能
 �温度感知式ドアロック
 �ガス吸込圧燃焼装置
 �バーナーの火炎の監視
 �流入空気流量
 �フードへ流出
 �障害によって様々に炉を制御し、確実な状態に転換

II. NB .. CL- 安全構想　熱分解によるサーモ洗浄

NB .. CL—安全構想は、部品の熱分解によるサーモ浄化用、つまり貧酸素雰囲気下で実施されます。例えば、
塗装された金属部品の表面、プラスチック射出成形機のノズルのサーモ洗浄が挙げられます。炉はガス加
熱で、同じくガス加熱の熱式アフターバーニング（TNV）が内蔵されています。貧酸素または減雰囲気に設
定された炉は、過熱による破損を防ぐために加工品の局部的な自動発火とそれに付随する温度上昇を効
果的に回避します。発生した排気ガスは炉室から熱式アフターバーニングへ誘導され、アフターバーニング
処理されます。この NBCLS 安全構想は、溶媒の蒸発や水分を多く含んだ製品には適していません。

プロセスの経過を監視する安全機能
 �ガス吸込圧燃焼装置
 � TNV 機能の保証：炉は、多段式の安全監視装置がついており、浄化されていない排ガスが排出される
ことはありません。TNV の際にプロセスで発生した排ガス量が原因で予め設定した限界値を超え温度
が上昇し、設定値に戻るまで炉の過熱は停止されます。排ガスが炉内で大量に発生した場合はこの処
置では十分ではなく、その場合は炉の加熱は停止され、プロセスも中断されます。

 �圧力解放フラップ：圧力解放バルブは誤ったチャージやプロセス実施による炉内の圧力が生じた際に作
動し、ケーシングのひび割れを防ぎます。その際プロセスも中断します。

 �消火装置：意図せざる自動発火の場合、炉が特別に開き ABCL 消化器で炎を消火します。
 �ドアロック：プロセス開始からドアは電子的にロックされます
 �障害によって様々に炉を制御し、確実な状態に転換

有機ガスが発生するその他のプロセス用安全構想

空気
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III. WAX- 安全構想　電気加熱炉における引火点以下での脱ワックス用

安全構想付き WAX シリーズの炉は、引火点以下でワックスを溶解するセラミック品等の確実な脱ワック
スに適しています。溶解したワックスは炉の下にある容器に集められます。この容器は空気密閉された
引き出しの中にあり、空にする時だけ引き出せます。ワックスは火床を伝い、炉の床にある漏斗状の流
出口へ流れます。流出経路は、流れ出るワックスが凝固するのを避けるため加熱されています。炉のプ
ログラムは流出に適した温度に到達して初めて開始されます。カスタマーサイドで溶解温度と時間を設
定してください。溶解プロセスの終了後、炉はワークを焼結させるため 850℃まで加熱されます。

プロセスの経過を監視する安全機能
 �ワックス流出温度
 �二つの独立した温度調節コントローラー

 - 一つ目の温度調節コントローラーは引火点以下で溶解するよう設定されており、ワックスが溶解する
過程で引火するのを防ぎます。この後は、温度調節コントローラーがプログラムによって解除され、
炉が焼結プロセスに移ります。
 - 二つ目の温度調節コントローラーは、炉と焼結時のワークの過熱から保護するため、スイッチが消え
る温度が設定できるようになっています

IV. BOWAX- 安全構想　脱ワックス / 引火点以上での燃焼 (Flash-Fire-Dewaxing)

BOWAX 安全構想付きガス加熱式炉は、引火点以上での脱ワックス用に利用されます。フラッシュ
ファイアプロセスは急激なワックスの溶解を引き起こします。炉内の温度は 750℃の高温になります。 
ワックス量が多かったり、引火点が不明だったりする場合にもこの原理は適応できます。しかしながら、
溶解がうまくいかずワックスが多量に残る場合もあります。

ワックスは部分的に溶解し、炉底にある水を張った容器へと流れます。ワックスのその他の部分は気化
し引火性混合物が炉内に発生します。これは、炉内のガスバーナーによって引火されます。炉では、残っ
た排ガスを浄化し臭気を最小限に抑える熱式アフターバーニングが後から起こります。

炉内の引火により、コントロール不可な温度上昇が起こる場合があります。それゆえ、チャージは温度
変化に強く1000℃以上に耐えられなければなりません。

プロセスの経過を監視する安全機能
 �ガスバーナー圧力
 �バーナーでの引火を監視
 �温炉とチャージを過熱から保護するため、スイッチが消える温度が設定できる温度調節コントローラー
 �炉にチャージされた後の電磁的スライド式ドアロック
 �送入温度到達表示
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V. EN 1539 (NFPA 86) に準拠した安全構想　乾燥炉で溶媒乾燥

比較的早く遊離または気化する溶媒またはその他の可燃性物質におけるプロセスで使用する炉と乾燥炉
の安全技術は、ヨーロッパでは EN 1539　（アメリカでは NFPA 86）で規定されています。

典型的な使用方法は、製品のラック、表面コーティング、含浸用樹脂の乾燥です。化学工場の他、自動
車産業や電子加工、プラスチック加工、または金属下高産業でも使用されています。

EN 1539 は A タイプと B タイプの安全構想に区分されます。

1. EN 1539 に準拠する安全構想　A タイプ
この安全構想は、スチームルームの継続的な空気の入れ替えによって爆発性混合物の形成を防ぎます。

基準要求の実施
 �排ガスファンは、乾燥炉または炉内に必要な継続的な空気の入れ替えを行います。ファンの機能は安
全技術で監視されています。熱処理中に発生した蒸気は、排ガスファンにより炉内から吸引されます。
 �空気の入れ替え率は、差圧システム（空気循環と排ガスの差圧を監視）で確保します。システムが誤
差を発見した場合、炉は停止され過熱も中断されます。
 �負圧により溶媒を炉から流出させます
 �炉内のケーシングは完全に溶接されているため、溶媒染み出て蓄積するのを防ぎます

ナーバテルムは、炉によって変化する作業温度に対する溶媒の量を明記しています。溶媒量は、最悪の
場合、すなわち考えられる限り大きい表面積に対する早い気化を考慮して計算しています。

規格は、気化率が低い場合には乾燥炉に入れるチャージ当たりの溶媒量が多くても構わないという例外
も考慮されています。したがって、顧客側で溶媒量を遵守するために、常にプロセスを点検してください。

製品ラックの乾燥の際には、規格の値を 10 倍にして考えることができます。お客様の含浸用樹脂の乾
燥も適用できます（変圧器やモーターコイル等）ので、その場合は早い気化で計算すると、最大の可燃
性物質の量は 20 倍まで可能となります。プロセスによりますので、適応される基準書をお客様もお持
ちください。

高い空気交換率は、高いエネルギー利用を意味します。EN 1539 によると、主要気化時間の経過後は、
最小排気流量を 25％まで減らすことが出来ます。EN 1539 によると主要気化時間では、可燃性物質の大
部分が遊離します。ナーバテルムは、安全技術を備えた乾燥炉用に、追加設備としてエネルギー効率を
計算する制御装置を提供します。顧客側で主要気化時間の終わりを設定しなければなりません。設定時
間到達後、装置は排気ガス流量を適切に減少させます。

空気
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2. EN 1539 に準拠する安全構想　B タイプ
炉内雰囲気の希釈を用いた安全構想の別の可能性として、EN 1539-B に記述されている。安全構想は、
スチームルーム内の酸素濃度を制限することで爆発性混合物の形成を避けるとしています。

プロセス開始前と脱バインダープロセス後にガス密閉容器が不活性ガスの流入により自動的に監視され
洗浄されます。これにより、可燃性・爆発性混合物を防ぐことができます。

プロセス中は、洗浄はつねに監視されています。

基準要求の実施
 �誤作動のない PLC（F − PLC）制御
 �炉内加圧の監視
 �プロセスガスまたは緊急洗浄レーンの吸込圧力の監視
 �運転中に許可なくドアが開くことのないようドアロックの監視
 �故障や失敗があった場合、炉内を非常洗浄。その際、過熱は中止され、空気循環が実施します。顧
客側で、停止の際の保護ガス供給が出来るよう手配してください。
 �酸素濃度の監視は、排ガスレーンにある酸素チューブで管理されます

ナーバテルムの火炎イオン化検知器（FID）を利用したプロセスの最適化

脱バインダーはプロセス全体の中でも大きな割合を占めるので、プロセス曲線を時間的に最適にする大
きな可能性がこの部分にあります。

ナーバテルムはプロセスの最適化をするために、FID 計測を使用した、製品に沿った脱バインダープロ
セスの分析を提供します。計測の目的は、プロセス時間短縮や装入量の増加、それに伴う製品コストの
減少といった可能性をつきとめることです。基本提案では、お客様とチャージの物質特性を考慮した実
用的移行を検討します。

 � FID 計測を含めたプロセス分析とプロセス最適化を可能にする提案
 - FID 計測による実際の処理ガス値の記録
 - 最小の気化時間の評価と調査
 - FID 計測器の準備
 - 評価と報告の作成

 �プロセス適応
 - 最適な温度プロファイルの提案
 - 計測しながらの炉運転を通し提案を実施、それに対するお客様側からのフィードバック
 - 顧客側で可能な最適化措置の推奨

最適化前と後のプロセス曲線

保護ガス
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触媒および熱方式のアフターバーニングシステム,排気ガス洗浄装置

特に脱バインダー処理における排気ガス浄化に関して、ナーバー・サームはプロセスに適合し
た排ガス浄化システムを提供しています。アフターバーニング装置は炉の排ガスフィッティン
グに確実に接続され、炉の制御および安全スキームに相応して稼動します。既存の炉に対し
ては、炉のタイプに依存せず独立に制御･運転できる排ガスシステムを提供します。 

触媒方式のアフターバーニング装
置付き空気循環式チャンバー炉 
NA 500/65 DB200

炉型に依存しない媒体方式のアフタ
ーバーニング、既存の装置への後付け
タイプ

触媒式アフターバーニングの図解 (KNV)

触媒方式アフターバーニング KNV
大気中の脱バインダープロセスで発生する炭化水素だけを浄化することが求められる場合は、エネルギー
観点から触媒方式の排気浄化システムが適しています。排ガス量が少量から中量向きです。

 �大気中の脱バインダープロセスで発生する排ガス中に有機物だけが含まれる場合に最適
 �排ガスを二酸化炭素と水の中で分解
 �コンパクトなステンレスケーシングに組み込まれた浄化システム
 �排ガスを触媒方式浄化に最適な反応温度にする電気予備加熱
 �設備の異なる位置に配備された触媒フィルターによる浄化
 �処理ガス、触媒フィルターおよび排ガスの温度を計測する熱電対
 �触媒装置を防護するために手動設定可能な過昇温計
 �脱バインダー炉の排気フィッティングや排ガスファンに対応した安全技術をシステム全体に結合
 �排ガス量に応じて触媒サイズを設定
 �浄化ガス計測 (FID) 用のフィッティングは
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熱方式のアフターバーニング装
置付き熱風循環式チャンバー炉 
NA 500/06 DB200-2

洗脱で発生したプロセスガスの浄化
装置

熱方式アフターバーニングシステム TNV
脱バインダープロセスで発生する大量の排気浄化が
求められる場合、あるいは排ガスが触媒装置を損傷す
る可能性がある場合は、熱方式のアフターバーニング
システムが適用されます。不燃性および可燃性の保護
ガス反応ガス雰囲気下での脱バインダーでもアフター
バーニングが行われます。

 �大気下の脱バインダー処理で、大量の排ガスや短
期間に排気ガスが噴出流出する場合、あるいは不
燃性または可燃性の保護ガス反応ガス雰囲気下で
の脱バインダーに最適
 �排ガス燃焼のためのガス加熱
 �排ガスを最高 850 ℃ で燃焼する熱分解方式
 �自動燃焼機構を装備したコンパクトなバーナーによ
る加熱
 �燃焼室および未処理ガス流入口に熱電対を配備
 �熱方式アフターバーニングを防護する手動設定可
能な過昇温計

排ガス洗浄装置
排ガスフレア装置または熱方式のアフターバーニング装置で発生した排ガスがうまく処理されない場合、排
ガス洗浄装置がよく使用されます。余分な排ガスの構成要素は、洗浄装置のコンタクトゾーン内で洗浄液を
通して排出されます。洗浄装置は、洗浄液の選択や液体の性質、コンタクトゾーンによって各々のプロセスに
最適化され、ガスや液体、または固体の構成要素が、排ガスからしっかり洗浄されます。

熱方式アフターバーニングの図解 (TNV)

 �排ガス量に対応した設計
 �浄化ガス計測 (FID) 用のフィッティングは
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アディティブ・マニュファクチャリングは、構造データから完全に機能する物体への直接変換を可能にします。
３Dプリントを介して、金属、プラスチック、セラミック、ガラス、砂もしくは他の原料からなる物体が、完成品の
形状に達するまで層毎に構築されます。

原料によって、バインダーシステムまたはレーザー技術により、層が結合されます。

積層造形の様々な方法には製造された部品のその後の加熱処理が必要となってきます。加熱する上で炉
に必要なのものは、部品の素材や作業温度、炉の雰囲気や積層造形のやり方で変わってきます。

ナーバテルムは、グリーン強度保持のためのバインダーの硬化から、金属製のものを応力緩和しながら焼き
戻しまたは焼結する真空炉での焼結まで、解決策をご提案します。

追加製造の随伴するまたはそれ以前のプロセスは、熱処理や粉の乾燥等ご希望の製品特徴を満たすた
め、炉の使用を必要とします。

3Dプリント後に金属部品を焼き鈍しす
るためのレトルト炉 NR 150/11

粉を乾燥させる用の乾燥炉 TR 240

３Dプリント後の結合材硬化のためのチ
ェンバー乾燥炉 KTR 2000

保護ガスまたは真空下における３Dプリ
ント後の焼き鈍しまたは焼結用のコン
パクトな管状炉

HT 160/17 DB200 ３Dプリント後のセラ
ミックの脱バインダーと焼結用

アディティブ・マニュファクチャリング, ３Dプリント

金属

脱バインダ
焼結

応力低減アニール
溶体化焼入れ

硬化

ガスパージボックス付きチャン
バー炉

18ページを参照

セラミック、ガラス、複合材料、砂 樹脂

脱バインダ
焼結
乾燥
凝離

ラバー
樹脂
乾燥

不活性ガス、反応ガスまたは真空
雰囲気下

大気中 大気中

チャンバー型レトルト炉
58ページを参照

チャンバー型高温レトルト炉
62ページを参照

サーモプロセス技術のカタログ
もご参照ください

空気循環有りチャンバー炉での
脱バインダー

チャンバー炉での焼結
コンビネーション炉での脱バイン

ダーと焼結
脱ワックス炉

乾燥、脱バインダー、熱式浄化、
脱ワックスについては、4ページを

をご参照ください

キャビネット型乾燥炉
チャンバー型乾燥機

熱風循環式チャンバー炉

乾燥、脱バインダー、熱式浄化、
脱ワックスならびにサーモプロセ
ス技術のカタログについては、…

ページををご参照ください
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クリーンルームの設置仕様によって、選択する炉の仕様に様々な条件が要求さ
れます。炉全体がクリーンルームに設置される場合は、クリーンルーム環境の汚
染防止が重要です。特に粒子による汚染を最小限に削減してください。 

典型的な適用の特性が必要な炉の技術選択に決定的となります。多くの場合、
低温でも熱が均一に分布するために熱風循環炉が必要になります。またナーバ
サームは高温向けに放射加熱炉を各種取り揃えています。 

クリーンルーム内の炉設置
炉全体をクリーンルーム内に設置する場合、炉室、炉ハウジングおよび制御
部が汚染から守られていることが重要です。またその外部表面は容易に洗
浄できることが重要です。炉室は内部が断熱層になっています。必要な場合
は、空気循環フィルターや炉内の空気循環などの追加装備も可能です。スイ
ッチや炉制御装置をクリーンルームの外に設置することを奨励します。

グレイルーム内の炉設置、クリーンルームからの炉への装入
最適なクリーンルームのグレード（一級品）はグレールームでの炉の設置によ
ってロットと一緒にクリーンルームに装入することで達成出来るのです。また
クリーンルーム内のフロントおよび炉室の洗浄が容易です。この仕様によって最高のクリーンルーム等級が
達成できます。

グレイルームとクリーンルームの間のシャッター炉
グレイルームとクリーンルーム間の輸送は通常、容易な仕様に最適化されています。グレイルー
ムとクリーンルームにそれぞれ扉が装備され、クリーンルームの炉側面は粒子堆積の大部分を
削減できる構造です。 

クリーンルーム環境下での熱処理のためのソルーションをお探しの際には当社にご相談くださ
い。当社は目的に合った炉モデルをご提供します。 

クリーンルームソルーション

クリーンルームを装備した高温炉；スイ
ッチと炉はグレイルームに設置

KTR 8000、空気循環フィルター付きクリ
ーンルーム内生産炉

クリーンルーム仕様のNAC 250/45、熱
風循環式チャンバー炉

高温壁レトルト炉NRA 1700/06、グレイルーム設置用装入台付き、クリー
ンルーム装入用扉付き
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空気循環式チャンバー炉、 電気加熱
大気中または保護ガス下での脱バインダー用

空気循環式チャンバー炉は特に温度を均一に保つことに優れているため、セラミック等の物質のカルシネー
ションや乾燥の過程に適しています。大気中または不活性雰囲気脱バインダー用の脱バインダー炉として
の使用も可能です。大気中脱バインダー処理中に発生する排ガスは流入空気で希釈され、炉室内が可燃
性雰囲気になることを回避します。また、保護ガス下で脱バインダープロセスを成功させるため、残存酸素
量最大3％での受動的IDB安全装置を装備しています。 

 �最高温度 450 °C, 650 °C または 850 °C
 �ステンレス製エアバッフルによる炉内の最適な空気循環
 �右開きドア
 �架台を納入範囲に含む。 NA 15/65 は卓上機種
 �水平熱風循環
 � DIN 17052-1に準拠した +/- 4 °C（モデルNA 15/65から +/- 5 °C まで）に達する最適な温度均一性75ペー
ジを参照
 �高度な流速による最適な空気分布
 �装填トレイ１枚および追加トレイ２枚用のレールを製品範囲に含む (NA 15/65 は装填トレイ)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録(NA 30/45 - 
N 675/85 HA)
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備 (NA 15/65 機種には該当しない)
 � DIN 17052-1 に準拠した +/- 3 ℃ に達する最適な温度均一性75ページを参照
 �乾燥する際に利用する給気・排気フラップ
 �ファンでコントロールされた冷却
 �手動操作のリフトドア (モデル N(A) 120/.. (HA)まで)
 �圧縮空気式のリフトドア
 �定期的な空気循環、軽量のもしくは繊細なチャージのプロセスに有意義

大気中脱バインダー用熱風循環式チャ
ンバー炉 NA 120/45 DB10

熱風循環式チャンバー炉 NA 120/45 熱風循環式チャンバー炉 NA 250/45
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機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 加熱能力 電気 重量 最高温度まで
の加熱時間5

最高温度から150 ℃までの
冷却時間5 （分）

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg) (分） フラップ4
ファンによる

冷却4

NA   30/45 450 290 420 260 30 1040 1290 1385  3,0 一相 285 120 120 30
NA   60/45 450 350 500 350 60 1100 1370 1475  6,0 三相 350 120 240 30
NA 120/45 450 450 600 450 120 1250 1550 1550  9,0 三相 460 60 240 30
NA 250/45 450 600 750 600 250 1350 1650 1725  12,0 三相 590 60 120 30
NA 500/45 450 750 1000 750 500 1550 1900 1820  18,0 三相 750 60 240 30
NA 675/45 450 750 1200 750 675 1550 2100 1820  24,0 三相 900 90 270 60

NA   15/65 650 295 340 170 15 470 790 460 2,8 一相 60 40 - -
NA   30/65 650 290 420 260 30 870 1290 1385 6,0 三相1 285 120 270 60
N A   60/65 650 350 500 350 60 910 1390 1475 9,0 三相 350 120 270 60
NA 120/65 650 450 600 450 120 990 1470 1550 12,0 三相 460 60 300 60
NA 250/65 650 600 750 600 250 1170 1650 1680 20,0 三相 590 90 270 60
NA 500/65 650 750 1000 750 500 1290 1890 1825 27,0 三相 750 60 240 60
NA 675/65 650 750 1200 750 675 1290 2100 1825 27,0 三相 900 90 270 90

N   30/85 HA 850 290 420 260 30 607 + 255 1175 1315 5,5 三相1 195 180 900 90
N    60/85 HA 850 350 500 350 60 667 + 255 1250 1400 9,0 三相 240 150 900 120
N 120/85 HA 850 450 600 450 120 767 + 255 1350 1500 13,0 三相 310 150 900 120
N 250/85 HA 850 600 750 600 250 1002 + 255 1636 1860 20,0 三相 610 180 900 180
N 500/85 HA 850 750 1000 750 500 1152 + 255 1886 2010 30,0 三相 1030 180 900 210
N 675/85 HA 850 750 1200 750 675 1152 + 255 2100 2010 30,0 三相 1350 210 900 210

*電源電圧に関する注記は77ページを参照
1加熱は二相間でのみ可能 3追加装備
2接続負荷は仕様によって上昇 4空の炉

 �追加用の装填トレイ
 �高重量充填物に有効な炉内ローラーコンベア
 �最高温度950 ℃
 � 120 L 以上の安全装置付き脱バインダー装置 6 - 8ページを参照
 � TUSのチャージ測定または比較測定用の吸気、フレーム測定、熱電対
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76ページを参照

保護ガス下脱バインダー用ガスパージボックス付き熱風循環式チャンバ
ー炉 N 250/65 HA IDB

大気中脱バインダー用熱風循環式チャ
ンバー炉 N 500/65 HA DB200、触媒
方式のアフターバーニング装置付き
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EN 1539 に準拠した安全技術も装備した乾燥炉 
電気加熱

運転最高温度 300 ℃で強制的空気循環を行うキャビネット型乾燥炉は、抜群の温度均一性を確保するた
め、多くの競合品より格段に優れています。乾燥、殺菌、保温等の多様な応用領域に使用できます。標準機
種を十分に在庫して短い納期を確保しています。

 �最高温度300 °C
 �運転温度領域:室温を + 5 °C 上回る温度から300 °C 迄
 �卓上型として設計された乾燥炉TR 60～TR 240
 �縦型として設計された乾燥炉TR 450TR～1050
 �水平の強制対流空気は+/- 5 °Cよりも優れた温度均一性を実現75 ページを参照
 �キャビネットは耐熱鋼（AISI規格314/DIN規格14841）、耐錆性でクリーニングは容易
 �大型のハンドルによる確実な扉開閉
 �トレイを使って複数レベルに装入 (装入トレイの枚数は右表参照)
 �大型開放のスイングドア、機種TR 60～TR 450型ではクイックロック装備
 � TR 1050型ではクイックロック付き観音開きスイングドア
 �キャスター装備のTR1050
 �前面での操作による背面の無段階設定可能の排気
 �自己診断システム付きのPIDマイクロプロセッサー調節
 �半導体リレーによる低騒音の加熱動作
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照キャビネット型乾燥炉に使用する装入ト

レイは異なるレベルで引出し可能

電動式回転装置を追加装備として
提供

ファンの回転数が調整可能な乾燥炉 
TR 60

乾燥炉 TR 240
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付属装置
 �過温遮断設定可能の温度制御器、EN 60519-2の熱保護クラス2準拠
 �空気循環ファンの回転数を自在に調整・制御
 �チャージの観察のための覗き窓
 �枠縁付きの追加装入トレイ
 �側面のダクト
 �炉室内を保護するステンレス製受け皿
 �ドアヒンジ 左
 �補強された床板
 �重合EN 1539 に準拠した溶媒含有ロット型式TR 240 LSまでに対する安全技術, 
温度均一性+/-8 °Cまで到達可能75 ページを参照
 � TR 450型用キャスター
 �ユーザーの個別な要求に対応できる多様な装置
 � AMS 2750 E または FDAの品質要求を満たす拡充方策
 �監視、記録、制御用にVCDソフトウェアパケットでプロセス制御と記録 76ページ
を参照

型式 最高
温度

炉内寸法 mm 容量
(リット

外形寸法 mm 加熱
能力

電源 重量 装入トレイ 装入ト
レイ

総負荷

°C 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg) （商品に含まれる） 最大 最大値1

TR 30 300 300 360 300 30 665 610 520 2,5 単相 45 1 4 80
TR 60 300 450 390 350 60 700 610 710 3,0 単相 90 1 4 120
TR 60 LS 260 450 360 350 57 700 680 690 6,0 三相 92 1 4 120
TR 120 300 650 390 500 120 900 610 860 3,0 単相 120 2 7 150
TR 120 LS 260 650 360 500 117 900 680 840 6,0 三相 122 2 7 150
TR 240 300 750 550 600 240 1000 780 970 3,0 単相 165 2 8 150
TR 240 LS 260 750 530 600 235 1000 850 940 6,0 三相 167 2 8 150
TR 450 300 750 550 1100 450 1000 780 1470 6,0 三相 235 3 15 180
TR 1050 300 1200 670 1400 1050 1470 940 1920 9,0 三相 450 4 14 250
1最大積載量は各段 30 kg *接続電圧については77ページを参照
2接続負荷は仕様によって上昇

観音開き式扉の乾燥炉 TR 1050乾燥炉 TR 450

EN1539に準拠した安全技術を搭載し
た溶剤チャージ用乾燥炉 TR 120 LS
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チャンバー型乾燥炉 
電気またはガス加熱式

KTRシリーズのチャンバー型乾燥炉は、充填物に対する 260 ℃ までの多様な乾燥プロセスや熱処理に
適しています。高性能空気循環により、有効空間内の最適な温度均一性が達成されます。幅広い付属製
品により、チャンバー型乾燥炉は異なるプロセス要求にも個別に対応できます。可燃性材料の熱処理には 
EN 1539(NFPA 86) に準拠したタイプの炉をあらゆるサイズで提供しています。 

 �最高温度 260 °C

チャージカート付きチャンバー型乾燥機　KTR1500

 �電気加熱 (クロムヒーターを統合した加熱レジスタ)またはガス加熱 (吸気
経路に熱風をブローする直接または間接ガス加熱)
 � DIN 17052-1に準拠した +/- 3 °C に達する温度均一性（搬入路なしの機
種)75ページを参照

 �高品質の金属綿による断熱に
より、外壁温度は周囲温度より 
25 ℃以内の高さに保持
 �迅速な乾燥プロセスに対応した
高い空気交換率
 � KTR 3100 以降は両開きドア
 �手動設定可能な過昇温計で乾
燥炉とワークの過熱を監視(熱保
護等級2、EN 60519-2に準拠 )
 �炉床断熱を含む
 �操作説明書の枠内における規定
どおりの使用

KTR 1500 チャンバー型乾燥炉 KTR 4500 チャンバー型乾燥炉 KTR 6125 チャンバー型乾燥炉
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KTR 3100/S 真空サックの中の繊維強
化複合材料の凝固用 ポンプおよび炉
室のコネクト付き

 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備
 �パレットトラックによる同一レベルの搬入路
 �チャージ用リフトで、乾燥器にチャージを装入する台
 �両面からチャージまたは放出炉として使用するための背面の追加扉
 �急速冷却システム 手動または排気フラップのモーター駆動
 �プログラム制御で開閉する排気ハッチ
 �定期的な空気循環、軽量のもしくは繊細なチャージのプロセスに有意義
 �サイトガラスおよび炉内照明
 �溶剤を含む充填物に対するEN 1539 (NFPA 86) (KTR ..LSモデル) に準拠した安全技術は12ページを
参照
 �搬入トロリー　棚付き／棚なし
 �クリーンルームでの熱処理プロセス向け仕様17ページを参照
 �シリコンの焼戻工程用回転システム
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76ページを参照

炉内照明および温度均一性最適化のための絶縁プラグ付き導入トラック装備付
きチャンバー型乾燥機 KTR 22500/S

チャンバー型乾燥炉を直接ガス加熱

23



取出し可能トレイ付き装入ワゴン

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm)2 加熱能力 電気
kW1

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ KTR/KTR ..LS 接続*
KTR 1000 (LS) 260 1000 1000 1000 1000 1900 1430 1815 18/ご要望次第 三相
KTR 1500 (LS) 260 1000 1000 1500 1500 1900 1430 2315 18/36 三相
KTR 3100 (LS) 260 1250 1250 2000 3100 2150 1680 2905 27/45 三相
KTR 4500 (LS) 260 1500 1500 2000 4500 2400 1930 2905 45/54 三相
KTR 6125 (LS) 260 1750 1750 2000 6125 2650 2200 3000 45/63 三相
KTR 6250 (LS) 260 1250 2500 2000 6250 2150 3360 3000 54/ご要望次第 三相
KTR 8000 (LS) 260 2000 2000 2000 8000 2900 2450 3000 54/81 三相
KTR 9000 (LS) 260 1500 3000 2000 9000 2400 3870 3000 72/ご要望次第 三相
KTR 12300 (LS) 260 1750 3500 2000 12300 2650 4400 3000 90/ご要望次第 三相
KTR 16000 (LS) 260 2000 4000 2000 16000 2900 4900 3000 108/ご要望次第 三相
KTR 21300 (LS) 260 2650 3550 2300 21300 3750 4300 3500 108/ご要望次第 三相
KTR 22500 (LS) 260 2000 4500 2500 22500 2900 5400 3500 108/ご要望次第 三相

1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照
2チャンバ−型乾燥機 KTR .. LS の外寸は異なる

KTR 4500 台車、内部照明、覗き窓付き

付属品
 �空気の流れと温度均一化を最適にするために流入空気最適化用の調節可能な天板口
 �挿入枠と挿入床
 �全体にまんべんなく重さをかけられる2/3エレベーター付き挿入床
 �導入トラックと接続した台車
 �パレットトラックと接続した棚システム付きチャージ用ワゴン
 �炉内の温度均一化のための導入トラック付きシーリングシューズ

KTRモデルも全て、最高温度は300 ℃。

ローラーがついた引き出し可能な棚

シーリングシューズ付き導入トラック

チャンバー型乾燥炉 
電気またはガス加熱式
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熱処理中に充填物を動かすバスケット
を取り付けたモーター駆動の回転装置

シリコンの焼戻しの際、炉を確実に運転するために、流入空気は監視されなければなりません。ここで
は、100 - 120 l/min/kg シリコン (6 -7,2 m3/h/kg シリコン) 流入空気の流れを保証します。グラフィックは、
流入空気量120 l/min/kg シリコン時の様々なKTRモデルの作業温度に拠る最大のシリコン量を表示。炉は 
EN 1539規格（NFPA86)に準拠します。

流入空気量 120 l/min/kgにおける、１チャージ当たりの最大シリコン量シリコン シリコン

kg
 シ

リ
コ

ン
/チ

ャ
ー

ジ

KTR 3100DT シリコンの焼戻用回転システム付き。回転台は出し入れ可能な四つのカゴを装備。 導入口

原料への送り込まれる空気に合わせて
調整可能な通気口

T 作業
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N 300/WAX

脱ワックス炉 
電気

N 100/WAX ～ N 2200/WAX、電気加熱式
脱ワックス炉はセラミック品の脱ワックスとその後のか
燃処理のための専用炉です。電気加熱方式の機種は、
引火点以下でワックスを溶解します。炉床面には加熱
された流出部が、中心に向けて漏斗状態に配備されて
います。装入物を水平に保持するために、ステンレス製
のグリルプレートがセットされます。このプレートは取り
出して洗浄可能です。炉の下側に密閉型で引出し型の
ステンレス容器が取り付けられ、流れ落ちたワックスの
受皿になっています。溶解プロセス終了後、炉は再度
加熱され、ワークをカ焼します。

 �最高温度 850 ℃
 �大開きドアを装備したチャンバー炉
 �セラミック製サポートチューブに取り付けられた自由
放射型の発熱体による多面的加熱
 �流出ワックスの固化を確実に回避するため、炉室底
面の流出部を独立制御で最高温度 200 ℃に加温。
流出部の閉塞を防護するため、ワックス流出温度到
達後に炉の加熱を開始

炉底面のグリルプレート 

炉底面の漏斗状流出部

機種 最高
温度

炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 最大溶
解量

加熱能
力

電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ (リット
ル)

幅 奥行き 高さ (リットル) kW1 接続* (kg)

N 100/WAX 850 400 530 460 100 720 1130 1440 5 7,5 三相 340
N 150/WAX 850 450 530 590 150 770 1130 1570 8 9,5 三相 360
N 200/WAX 850 500 530 720 200 820 1130 1700 10 11,5 三相 440
N 300/WAX 850 550 700 780 300 870 1300 1760 15 15,5 三相 480
N 440/WAX 850 600 750 1000 450 1020 1460 1875 17 20,5 三相 885
N 660/WAX 850 700 850 1100 650 1120 1560 1975 20 26,5 三相 1000
N 1000/WAX 850 800 1000 1250 1000 1580 1800 2400 25 40,5 三相 1870
N 1500/WAX 850 900 1200 1400 1500 1680 2000 2550 35 57,5 三相 2570
N 2200/WAX 850 1000 1400 1600 2200 1780 2200 2750 50 75,5 三相 3170
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

 �充填物の水平を保持するため、ステンレス製の炉床面にグリルプレートをセット
 �セルフサポート型で堅牢なアーチ状レンガ積み炉天井
 �炉天井に排気接続用フィッティングを装備
 �空気交換を確保する空気流入用開口部
 �二重壁構造の炉ケーシングにより、炉外温度が低い
 �取外し可能な架台を製品内容に含む (N 440 以降は固定型架台)
 �ワックス引火点以下にのみ設定可能な第一の手動設定可能な過昇温計で、溶解中のワックスの引火を
回避。脱ワックス時間は運用サイドで事前設定。第一の手動設定可能な過昇温計は設定時間終了後に
オフになり、焼結プロセスが続行
 �遮断温度が調節可能な第二の手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2
、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

液状ワックスの引出し式受皿
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NB 300/BOWAX

NB 300/BOWAX

機種 最高
温度

炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 最大溶
解量

加熱能
力

電気

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ (リットル) kW1 接続*
NB 300/BOWAX 1000 550 700 780 300 1010 1700 3030 2 100,0 三相
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

ガス加熱式 NB 300/BOWAX
NB .. BOWAXシリーズのチャンバー炉は、高温で鋳造するフラッシュファイアプロセスに適
しています。 

素早い積み込み、積み降ろしのために、炉は足で操作できる気密性のある引き戸が装
備されています。 

積み込み後、ワックスは短時間で液体化します。流れ出したワックスは最初、装備され
た桶を通り直接炉の下の受け皿へ落ち、水槽に確実に流れます。 

残りのワックスは炉内で気化し、熱式アフターバーニングで確実に燃やされます。発生
した排気は、排気口を通り、クライアント側の排気管へと流されます。 

バーナーの火炎故障やガス不足の場合は、プロセスを中断する必要があります。

 �最高温度 850 ℃
 �標準モデルは炉内300リットル、その他の大きさはお問い合わせください
 �完全自動の温度調整
 �排気シュラウド(Ø 250 mm)での熱式アフターバーニング（TNV）
 � PLCで常に監視された天然ガスまたは液化ガス（LPG）用のガスバーナー
 �軽量耐火レンガと特別な断熱材で何層にも断熱
 �足ペダル付き気密性引き戸と電磁マグネット式錠
 �引き出し可能なワックス受け皿
 �装入温度到達表示
 �その他詳細は安全機能の項目11ページをご参照ください
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

脱ワックス炉 
ガス加熱式
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NB .. CLシリーズのチャンバー炉 は部品のサーモ洗浄用です。このプロセスでは理想的な温度均一性は優
先していません。使用例として電気モーター、塗装された金属部品の表面、プラスチック射出成形機のノズ
ルのサーモ洗浄が挙げられます。

炉はガス加熱でのサーモ・アフターバーニングが内蔵されています。貧酸素に設定されたあるいは減雰囲気
のチャンバー炉は、過熱による破損を防ぐために加工品の局部的な自動発火を効果的に回避します。 

安全作業のためにの炉扉はプログラム開始で施錠され、プロセス終了後の温度が180℃以下に下がると開
錠できます。バーナーの炎の異常あるいはガス不足の場合はプロセスが中断されます。さらにチャンバー炉に
は温度選択の制限機能が設置され、お客様にとって安全な中断温度を設定して、過熱時に炉運転を停止
できます。 

このチャンバー炉は、溶媒あるい水分を多く含んだ組立部品や表面には適していません。またこの機種は、
この木材や紙あるいはワックスなど発火点が低いチャージには適していません。 

 �最高温度500 °C
 �昇降型フォークリフトの対応炉ハウジング
 �炉室サイズの標準格子ボックス付き
 �繊維素材（無分類）で炉室遮断、床および背壁は軽石断熱
 �強力な大気圧バーナー、燃料は液化ガスまたは天然ガス
 �全自動温度調整
 �排ガス洗浄のためのサーモ・アフターバーニング内蔵
 �安全構想の説明は10 ページを参照
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

サーモ洗浄用チャンバー炉 
サーモ・アフターバーニング内蔵でガス加熱

機種 最高
温度

炉室内寸 (mm) 外寸 (mm) 出力  バーナー　
炉室

出力　バーナー　TNV 
単位

℃ 幅 奥行き 高さ 幅 奥行き 高さ kW kW
NB 1300 CL 500 1200 900 1000 2160 2310 2450 50 100
NB 2300 CL 500 1200 1200 1600 2160 2605 3050 100 100
NB 2500 CL 500 1200 1600 1300 2160 3000 2750 100 100
NB 2750/65 CL 650 1200 1200 1900 2160 2605 3150 100 80

炉加熱とサーモ・アフターバーニング用
ガスバーナー

予め

その後

チャンバー炉 NB 2750/65 CLチャンバー炉 NB 2300 CL
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N(B) .. BO シリーズのチャンバー炉は、有機物量が多い、もしくは気化率が高いプロセスに使用されます。こ
の炉のシリーズは、コントロールされていない温度上昇の間に損なわれない製品に適しています。製品や不
純物も、このチャンバー炉なら引火により確実に灰化されます。例えば、引き続く焼結によるクラスタ形成の
残留蝋除去や、酸化物触媒の煤／燃料残留物を除去するための熱方式洗浄があげられます。チャンバー炉
は電気またはガス加熱式です。電気加熱式の炉N .. BOは、正確な温度による処理と温度の正確性が求め
られるゆっくりとしたプロセスに利用されます。また、安全上の理由から、可燃性混合ガスに点火するように
バーナーを内蔵しています。 可燃性成分の集積を予防し、安全な熱処理を保証します。 

ガス加熱式のNB .. BO炉は、500 ℃以上に素早く到達しなければならない早いプロセス用に考案されまし
た。 

不要な有機物の焼結は、500 ℃以上で行われます。その後のプロセスにおいても、最高温度1400 ℃（電気
加熱式）または最高温度1000 ℃（ガス加熱式）で引き続き行われます。 

安全な操作のために、炉の戸はプログラム開始時にロックされ、プロセス終了後に温度が設定値以下に下
がってから初めて開けることができます。燃焼装置の発火に支障がある場合やガスが不足すると、プロセス
は中断されます。 

チャンバ−炉 N 100 BO - N 650/14 BO、電気加熱式、ガス式点火炎
 �最高温度 1000 °C 又は 1400 °C
 �炉空間最高 650 リットルの標準サイズ、その他のサイズのご要望にも対応
 �燃焼ガスを受け止める煙出し
 �全自動式温度調節
 �最適な熱方式アフターバーニング (TNV)
 �天然ガスまたは液化ガス（LPG）による点火炎
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

有機物の気化率が高いプロセス用または灰下による熱洗浄用チャンバー炉 
電気またはガス加熱式

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 外寸 (mm) 加熱能力
°C 幅 奥行き 高さ 幅 奥行き 高さ ｋＷ1

N 100 BO 1000 400 530 460 1200 1300 2100 9
N 300 BO 1000 550 700 780 1350 1450 2200 20
N 300/14 BO 1400 550 700 780 1350 1450 2200 30
N 650/14 BO 1400 700 850 1100 1700 1900 2700 62

1接続負荷は仕様によって上昇

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 外寸 (mm) 燃焼炉能力
°C 幅 奥行き 高さ 幅 奥行き 高さ ｋＷ

NB 300 BO 1000 550 700 780 1250 1650 3000 100
NB 650 BO 1000 700 850 1100 1600 2100 3150 200

チャンバ−炉 NB 300 BO および NB 650 BO、ガス加熱式
 �最高温度1000 °C 
 �炉空間最高 650 リットルの標準サイズ、その他のサイズのご要望にも対応
 �一体型熱方式アフターバーニング (TNV)
 �天然ガスまたは液化ガス（LPG）によるガスバーナー
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

点火用バーナー付きチャンバ−炉 
N 650/14 BO

空気
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W 1500/H

ワイヤーヒーター付き台車炉、最高温度 1400 ℃
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビ
ネーション炉または不活性脱バインダーのためのガス
パージケースとしても応用可能

台車加熱を行なわずに溶解用に予備加熱する台車炉 W 2060/S

ソーラー産業用溶融ルツボのうわぐすり
処理用台車炉 W 3300

W 1000 ～ W 10000/14、W 1000/DB ～ W 10000/14DB
台車炉は製造工程におけるか焼、焼結あるいは焼きなまし処理に多くの利点を備えています。炉の外側で
台車に装入できます。複数の台車を使用する場合は、一台が炉に入った状態で、他の一台にチャージでき
ます。温度分布を最適化する複数ゾーン制御や、プロセス時間を短縮する冷却制御、台車の駆動や交換の
自動化装置等、有益なアクセサリーを装備することで、台車炉は製造プロセスに完璧に適応します。脱バイ
ンダー装備を加えると、脱バインダーと焼結をワンプロセスで行なうコンビネーション炉としても使用できま
す。

 �最高温度: 1280 ℃、1340 ℃ または 1400 ℃ 
 �背面換気式の二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 �右開きドア
 �四面全てと台車からの五面加熱により、最適な温度均一性
 �台車走入時のブレード接触によって電圧が入る台車加熱
 �サポートチューブに巻いた発熱体により、自由な熱放射と電熱線の長寿命
 �炉床ヒーターが台車上の SiC プレートで防護されているため、水平積載が可能
 �軽量耐火レンガおよび特殊背面断熱による複層断熱
 �セルフサポート型で、長寿命の天井構造。最高温度1340 ℃ の機種はレンガ積み構造
 �最高温度 1400 ℃ 機種の天井は高品質ファイバー材を採用
 �自由に移動可能なワゴン炉W 3300までゴムタイヤ付き
 �流入空気用スライドは調整可能
 �炉天井に配備された手動式排気ハッチ
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視(熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

短いプロセスタイム向けのファイバー断
熱および蛇行型発熱体

30



クオーツガラスの焼きなまし用 
W 8250/S

追加装備
 �短い昇温時間が要求される用途向けのファイバー断熱、蛇行型発熱体との接続にも
 �高重量或いは複雑構造の焼結ワークの装入を容易且つ正確に行なうフランジ付きホイールを装備した
レール走行型台車
 �高重量物を容易に走行させるためのレール走行型スキッドチェンの電動駆動装置
 �回転ラック駆動装置の採用により、炉前方へのレール敷設は不要
 �台車設備の多様な拡充方策:

 - 追加台車
 - 待機線路を備えたレール駆動タイプで台車交換や複数炉を結合する台車
移動システム
 - 台車および横断移動装置用の駆動モーター
 - 台車交換の完全自動制御

 �電動油圧式リフトドア
 �燃焼補助材用設備
 �モーター駆動の排気ハッチ
 �周期制御された放熱ファンと電動式排気ハッチによるコントロールされ
ないか、コントロールされた冷却システム。
 �炉の機種に合わせて温度均一性を最適化する複数ゾーン制御
 � IDB仕様、不燃性の保護ガス雰囲気下での脱バインダーのガスパージシ
ステムと安全技術
 �プロセス最適化に向けて、試験材料 (ワークも可) を使って温度均一性計測を行
なう試運転調整
 �安全構想7 ページを参照
 �熱または触媒方式の排気浄化システムは14 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照

解離パッケージと触媒作用によるアフタバーナ付
W 2200/14 DB200

３部構成ワゴン付き台車炉 W 7500
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機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 加熱能
力

電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)
W 1000 1280 800 1600 800 1000 1470 2410 1915 57 三相 3000
W 1500 1280 900 1900 900 1500 1570 2710 2030 75 三相 3500
W 2200 1280 1000 2200 1000 2200 1670 3010 2140 110 三相 4500
W 3300 1280 1000 2800 1200 3300 1670 3610 2355 140 三相 5300
W 5000 1280 1000 3600 1400 5000 1670 4410 2555 185 三相 7300
W 7500 1280 1000 5400 1400 7500 1670 6210 2555 235 三相 10300
W 10000 1280 1000 7100 1400 10000 1670 7910 2555 300 三相 12500

W 1000/H 1340 800 1600 800 1000 1470 2410 1915 75 三相 3500
W 1500/H 1340 900 1900 900 1500 1570 2710 2030 110 三相 4000
W 2200/H 1340 1000 2200 1000 2200 1670 3010 2140 140 三相 5000
W 3300/H 1340 1000 2800 1200 3300 1670 3610 2355 185 三相 6000
W 5000/H 1340 1000 3600 1400 5000 1670 4410 2555 235 三相 8000
W 7500/H 1340 1000 5400 1400 7500 1670 6210 2555 370 三相 11300
W 10000/H 1340 1000 7100 1400 10000 1670 7910 2555 440 三相 13800

W 1000/14 1400 800 1600 800 1000 1470 2410 1915 75 三相 3300
W 1500/14 1400 900 1900 900 1500 1570 2710 2030 110 三相 3800
W 2200/14 1400 1000 2200 1000 2200 1670 3010 2140 140 三相 4800
W 3300/14 1400 1000 2800 1200 3300 1670 3610 2355 185 三相 5700
W 5000/14 1400 1000 3600 1400 5000 1670 4410 2555 235 三相 7700
W 7500/14 1400 1000 5400 1400 7500 1670 6210 2555 370 三相 10900
W 10000/14 1400 1000 7100 1400 10000 1670 7910 2555 440 三相 13300

1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

ワイヤーヒーター付き台車炉、最高温度 1400 ℃ 
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビネ
ーション炉または不活性脱バインダーのためのガスパージ
ケースとしても応用可能

二機の台車 W 5000/H、台車移動ステ
ム、追加台車二台、待機レールで構成さ
れたコンビネーション炉設備

IDB仕様の台車式炉、不燃性の保護ガ
ス反応ガス雰囲気下での脱バインダ・
焼結ガス用パージケース付き
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ワイヤーヒーター付きリフトトップ炉またはリフトボトム炉、最高温度 1400 ℃
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビネーション炉としても応用可能

３つのシュライド炉 HAS 1560/95Sで構成される製造装置。冷却時間の短縮のための窒素と大気/ガス熱交換用にケーシングが密閉されています
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H 1000/LB

ワイヤーヒーター付きリフトトップ炉またはリフトボトム炉、最高温度 1400 ℃
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビ
ネーション炉としても応用可能

H 125/LB またはLT ～ H 3000/LB または LT
リフトトップ炉またはリフトボトム炉を製造工程に採用すると、複雑形状の焼結物も整然と装入でき
るため、チャンバー炉に比べて有利です。プロセス条件に合わせてフトトップ炉またはリフトボトム炉

を採用できます。このシステムには単数または複数の手動またはモーター駆動による交換テーブルを拡充
することが可能です。温度分布を最適化する複数ゾーン制御や、プロセス時間を短縮する冷却制御等を追
加装備すると、プロセス固有の要求にも的確に対応します。脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行な
う脱バインダー装備 DB100 または DB200 と組み合わせたコンビネーション炉の形成も可能です。更に、燃
料セルのように追加フィッティングを下方または上方から炉に装入することが求められる特殊応用領域にも
最適です。

 �最高温度 1280 ℃
 �背面換気式の二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 �リフトトップ仕様：定置型テーブルを装備した電動油圧式シュラウド
 �リフトボトム仕様：固定型シュラウドを装備した駆動式テーブル
 �４面全部とテーブルからの五面加熱により、DIN 17052-1 に準拠した +/- 10 °C に達する最適な温度均
一性75ページを参照
 �サポートチューブに巻いた発熱体により、自由な熱放射と電熱線の長寿命
 �炉床ヒーターが SiC プレートで防護されるため、水平積載が可能

製造における脱バインダーおよび焼結に採用されるリフトトップ炉 
H 3630/LT DB200

 �軽量耐火レンガおよび特殊背面断熱による複層断熱
 �耐久性に優れたファイバー断熱型天井構造
 �炉天井に配備された手動式排気ハッチ
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保
護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータ
をUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

シュラウド炉　 H 1600/14
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機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 加熱
能力

電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)
H   125/LB, LT 1280 800 400 400 125 1550 1500 2200 12 三相 1250
H   250/LB, LT 1280 1000 500 500 250 1530 1700 2300 18 三相 1400
H   500/LB, LT 1280 1200 600 600 500 2020 1800 2500 36 三相 1800
H 1000/LB, LT 1280 1600 800 800 1000 2200 2000 2900 48 三相 2800
H 1350/LB, LT 1280 2800 620 780 1360 3750 2050 3050 75 三相 3500
H 3000/LB, LT 1280 3000 1000 1000 3000 4000 2100 3200 140 三相 6200
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77頁参照

追加装備
 �最高温度: 1400 ℃
 �プログラムで開閉するモーター駆動の排気ハッチ
 �周期制御された放熱ファンと電動式排気ハッチによるコントロールさ
れないか、コントロールされた冷却システム。
 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続
 �手動または自動式のガスパージシステム
 �炉の機種に合わせて炉内温度分布を最適化する複数ゾーン制御
 �プロセス最適化に向けて、試験材料 (ワークも可) を使って炉内温度分布計測を行なう試運
転調整
 �自動駆動式も含めた追加テーブル、交換テーブルシステム
 �安全構想7 ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式の排気浄化システムは14 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCに
よる監視・ドキュメンテーション・制御76 ページを参照,

冷却ステーションとテーブル交換を装
備したリフトトップ炉 H 245/LTS

セラミックの小部品用にロットをまと
める。

触媒式アフターバーニング装置、自動
テーブル交換システム、危険域を保護
するための安全スキャン付きシュラウド
炉　H 500 
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N 300/14 DB200 N 1000/14 DB100

コンビネーション・チャンバー炉 最高温度 1400 ℃ 
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビネーション炉

炉内にパーフォレート状に配備されたセ
ラミック管から予備加熱空気を噴射

N 200/DB ～ N 1000/14DB
コンビネーション・チャンバー炉 N 200/DB ～ N 1000/14DB は、脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで
行なうために開発されました。脱バインダー処理中に発生する排ガスを希釈するために流入空気を供給し、
炉室内が可燃性雰囲気になることを回避します。標準型機種には脱バインダー装備 DB100が装備されて
います。脱バインダー装備には、予熱された空気が雰囲気を希釈するために供給され、脱バインダー中は過
剰圧力下で運転されます。

プロフェッショナルな製造炉としては、脱バインダー装備 DB200を推奨します。ファン回転数を調整できる
流入空気予備加熱装置が付き、予備加熱された流入空気は空気分配管からブローされます。排ガスファン
の回転数も調整可能です。PLC 制御によって炉室内の負圧が最適に自動制御されます。

 �最高温度: 1280 ℃、1340 ℃ または 1400 ℃
 �背面換気式の二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 �四面全てと炉床からの五面加熱による均一な温度分布
 �サポートチューブに巻いた発熱体により、自由な熱放射と電熱線の長寿命
 �炉床ヒーターが SiC プレートで防護されるため、水平積載が可能
 �軽量耐火レンガおよび特殊背面断熱による複層断熱
 �セルフサポートタイプの耐久性に優れたレンガ積み丸型天井構造
 �モーター駆動の排気ハッチを炉天井に配備
 �空気ファン、空気加熱装置とその監視付き脱バインダー装置 DB1007 ページを参照
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視(熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

測定範囲のキャリブレーションインター
フェイス
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脱バインダー装備 DB200 に含まれる
圧力および流量表示

追加装備
 �炉の機種に合わせて炉内温度分布を最適化する複数ゾーン制御
 �プロセス最適化に向けて、試験材料 (ワークも可) を使って炉内温度分布計測を行なう試運転調
整、13 ページ写真右を参照
 �受動的安全構想の脱バインダー装備 DB200 は7 ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式の排気浄化システムは14 ページを参照
 �測定範囲のキャリブレーションインターフェイス
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監
視・ドキュメンテーション・制御76 ページを参照 

保守用スイングドアがついた上から送
入するシャフト炉 S 1775/13S

触媒方式アフターバーニングが可能なコンビネーション・チャンバー炉 N 300/H DB200 を備えた製造設備

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量
(リット

外寸 (mm) 電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ 接続* (kg)
N   200/DB 1280 370 530 720 140 1060 1160 1820 三相 370
N   300/DB 1280 420 700 780 230 1110 1330 1880 三相 410
N   450/DB 1280 470 750 1000 350 1390 1570 2150 三相 815
N   650/DB 1280 650 850 1100 610 1500 1670 2270 三相 1350
N 1000/DB 1280 740 1000 1250 940 2045 2150 2690 三相 2100

N   200/HDB 1340 370 530 720 140 1060 1160 1820 三相 420
N   300/HDB 1340 420 700 780 230 1110 1330 1880 三相 500
N   450/HDB 1340 470 750 1000 350 1390 1570 2150 三相 1040
N   650/HDB 1340 650 850 1100 610 1500 1670 2270 三相 1550
N 1000/HDB 1340 740 1000 1250 940 2045 2150 2690 三相 2500

N   200/14DB 1400 370 530 720 140 1060 1160 1820 三相 450
N   300/14DB 1400 420 700 780 230 1110 1330 1880 三相 550
N   450/14DB 1400 470 750 1000 350 1390 1570 2150 三相 1320
N   650/14DB 1400 650 850 1100 610 1500 1670 2270 三相 1750
N 1000/14DB 1400 740 1000 1250 940 2045 2150 2690 三相 2700

*接続電圧については77頁参照
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N 1000

N 4550/S

ワイヤーヒーター付きチャンバー炉、最高温度 1400 ℃

N 100 ～ N 2200/14
この高品質チャンバー炉は、か焼・焼結・焼きなまし等の常時運転に対する抜群の性能が長年にわたって
実証されています。五面加熱により、均一な温度分布を達成します。プロセス要求に適合する追加装備も多
様に取り揃えております。

 �最高温度: 1300 ℃、1340 ℃ または 1400 ℃
 �二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 �五面加熱による均一な温度分布
 �サポートチューブに巻いた発熱体による自由な熱放射および長い電熱線寿命
 �コントローラーは炉の扉につるされており、取り外して操作が可能です
 �天井に配備した排気開口部、N 440モデル以降モーター式排気フラップ
 �容易に操作できる流入空気調整ハッチ、あるいは自在に開放可能な炉面スライド
 �セルフサポートタイプの耐久性に優れたレンガ積み丸型天井構造
 �ドアのクイックロック
 �軽量耐火レンガおよび特殊背面断熱による複層断熱
 � N 300/.. 迄の機種は架台の取り外しが可能
 �炉床に嵌めこまれたシリコンカーバイトボードによる底面加熱とワークの積み重ねの保護
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録

 �制御の内容は76ページを参照

追加装備
 �モーター駆動の排気フラップN 100 - N 300/..モデル
 �手動あるいは自動制御タイプのファンシステムの採用による高速冷
却

 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続

半導体焼結用のチャンバー炉 N 200/14
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ファイバー断熱によりサイクルタイムを
短縮するチャンバー炉

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量
(リット

外寸 (mm) 加熱能
力

電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)
N 100 1300 400 530 460 100 720 1130 1440 9 三相 275
N 150 1300 450 530 590 150 770 1130 1570 11 三相 320
N 200 1300 470 530 780 200 790 1130 1760 15 三相 375
N 300 1300 550 700 780 300 870 1300 1760 20 三相 450
N 440 1300 600 750 1000 450 1000 1400 1830 30 三相 780
N 660 1300 600 1100 1000 660 1000 1750 1830 40 三相 950
N 1000 1300 800 1000 1250 1000 1390 1760 2000 57 三相 1800
N 1500 1300 900 1200 1400 1500 1490 1960 2150 75 三相 2500
N 2200 1300 1000 1400 1600 2200 1590 2160 2350 110 三相 3100

N 100/H 1340 400 530 460 100 760 1150 1440 11 三相 325
N 150/H 1340 430 530 620 150 790 1150 1600 15 三相 380
N 200/H 1340 500 530 720 200 860 1150 1700 20 三相 430
N 300/H 1340 550 700 780 300 910 1320 1760 27 三相 550
N 440/H 1340 600 750 1000 450 1000 1400 1830 40 三相 880
N 660/H 1340 600 1100 1000 660 1000 1750 1830 52 三相 1080
N 1000/H 1340 800 1000 1250 1000 1390 1760 2000 75 三相 2320
N 1500/H 1340 900 1200 1400 1500 1490 1960 2150 110 三相 2700
N 2200/H 1340 1000 1400 1600 2200 1590 2160 2350 140 三相 3600

N 100/14 1400 400 530 460 100 760 1150 1440 15 三相 325
N 150/14 1400 450 530 590 150 810 1150 1570 20 三相 380
N 200/14 1400 500 530 720 200 860 1150 1700 22 三相 430
N 300/14 1400 550 700 780 300 910 1320 1760 30 三相 550
N 440/14 1400 600 750 1000 450 1000 1400 1820 40 三相 1320
N 660/14 1400 600 1100 1000 660 1000 1750 1820 57 三相 1560
N 1000/14 1400 800 1000 1250 1000 1390 1760 2000 75 三相 2500
N 1500/14 1400 900 1200 1400 1500 1490 1960 2150 110 三相 3000
N 2200/14 1400 1000 1400 1600 2200 1590 2160 2350 140 三相 3900
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

長い構造物用の N 1680/S

N 2200用積荷枠

 �手動または自動式のガスパージシステム
 �プロセス時間、特に冷却時間を短縮するファイバー断熱
 �炉内有効空間の温度分布を最適化する複数ゾーン制御
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照
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NW 440

NW 300

引き出しまたは引き出し可能なワゴン付きチャンバー炉

NW 150 - NW 1000/H
NWモデルのチャンバー炉は、すでに実績のあるN 150 - N 1000/Hモデ
ルのチャージが非常に容易であるという品質特性を活かしています。

引き出しのメカニズム（NW 150 - NW 300/H）により、炉の床は簡単に
炉から取り出せます。大きなモデルNW 440 - NW 1000/Hは、全く自由
に走行できる台車炉として作られました。炉の前が空いているため、
簡単で明瞭なチャージの装入が可能です。

N 100 - N 2200/14のような基本モデル（38ページ参照）は
 �炉の床が簡単に引き出せます(NW 150 - NW 300/H)
 � NW 440モデル以降は四輪ワゴン（二輪はブレーキ付き）で完全に
引き出せます。引き出し時に使用するバーは、取り外し可能
 �台座も一緒に納入 (NW 150 - NW 300/H)。固定の台座は、大きなモ
デル用
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

モデル 最大
温度

内部測定（mm） 容量  
(リットル)

外部測定（mm） 加熱能力 電源 
  接続*

重量

°C 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW1 （kg）
NW   150 1300 430 530 620 150 790 1150 1600 11.0 3相 400
NW   200 1300 500 530 720 200 860 1150 1700 15.0 3相 460
NW   300 1300 550 700 780 300 910 1320 1760 20.0 3相 560
NW   440 1300 600 750 1000 450 1000 1400 1830 30.0 3相 970
NW   660 1300 600 1100 1000 660 1000 1750 1830 40.0 3相 1180
NW 1000 1300 800 1000 1250 1000 1390 1760 2000 57.0 3相 1800

NW  150/H 1340 430 530 620 150 790 1150 1600 15.0 3相 520
NW  200/H 1340 500 530 720 200 860 1150 1700 20.0 3相 600
NW  300/H 1340 550 700 780 300 910 1320 1760 27.0 3相 730
NW  440/H 1340 600 750 1000 450 1000 1400 1830 40.0 3相 1260
NW  660/H 1340 600 1100 1000 660 1000 1750 1830 57.0 3相 1530
NW 1000/H 1340 800 1000 1250 1000 1390 1760 2000 75.0 3相 2320
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧に関しては77ページ参照

 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記
録
 �規定の詳細は76ページをご参照ください

追加部品
 �モーター駆動の排気フラップNW 150 - NW 300/..モデル
 �手動または自動制御で素早く冷却する送風システム
 �炉内を理想的に温度均一化するための多層調整機能
 � EN 60519-2に準拠した温度保護クラス2を守り炉と製品の加熱を避けるため、スイッ
チを切る温度が調整可能な温度制限機能
 � VCDソフトウェアパケットによる監視、記録、制御用プロセス制御と記録76ページ を 
参照
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チャンバー炉 
ガス加熱式

特定の熱処理プロセスにはガス加熱方式のチャンバー炉が必要になります。その理由として高出力で短い
昇温時間があげられます。高性能大気ガスバーナーを装備したチャンバー炉は種々のプロセスへの採用に
合致しています。基本型炉ではプロセス開始時に手動でガスバーナーを点火します。その後、燃焼カーブは
自動的に制御されます。プログラム終了後、バーナーは自動的にオフに切り替わります。プロセス次第では完
全自動制御型噴射バーナーやその他の有益な追加装備による性能アップが可能です。 

 �最高温度 1300 ℃
 � LPガスまたは天然ガスによる大気下の高出力加熱運転
 �使用目的により火炎形成するようガスバーナーを特殊配置しているため、温度分布が均一的
 �完全自動式温度制御
 �火炎監視と安全バルブを装備した DVGW 準拠のガス開閉装置
 �還元雰囲気に対する耐久性を発揮する軽量耐火レンガおよび特殊背面断熱ににより、ガス消費が少な
い

 �アーチ状レンガ積みまたはファイバー断熱構造のセルフサポート型で堅牢な炉天井
 �排気フード
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備
 �完全自動制御で機能するガスバーナー
 �チャージを火炎保護するための輻射管での間接的ガス加熱
 �安全構想8ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式の排気浄化システムは、14ページを参照
 �熱を回収する復熱技術は
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76ページを参照 NB600までのスタンダード型用コンパク

トバーナー

輻射管での間接的ガス加熱

チャンバー炉 NB 4330/Sチャンバー炉 NB 2880/S
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1400 ℃までのガス加熱ワゴン炉、大気または制限された雰囲気下での燃焼または焼結

大型サイズで高出力を発揮するのがガス加熱式台車炉の特徴です。高速バーナーの採用により、昇温が
短時間で実現します。炉の形状に対応してバーナーを配置しているため、最適な温度均一性が確保されま
す。炉のサイズによっては省エネ効果をもつ復熱技術を装備したバーナーを採用することも選択肢の一つ
です。高品質で耐久性に優れたたファイバー断熱は熱吸収が少ないため、昇温および冷却を短時間で行な
います。

磁器 の還元焼成用WB 3360/14

コンビネーション炉設備、ガス加熱ハー
スワゴン炉WB11000/HSとハースワゴン
移送システムおよび補助ハースワゴン2
台（待避レールも含む）から成る。

８個の高速バーナーを取り付けた炉
室内

 �最高温度1400 ℃まで、デザインによって異なる
 �炉内のパルス制御および特殊火炎形成を行う高出力で堅牢な高速バーナーによ
り最適な温度均一性を確保
 �都市ガス、天然ガスまたは LP ガスによる運転
 �バーナー機能の監視を含め、PLC方式による完全自動の温度制御
 �還元雰囲気に対する耐久性を発揮するファイバー断熱は熱吸収が少ないため、
短時間で昇温・冷却
 �二重構造のケーシングにより、外部温度が低い
 �排気フードには排ガス配管用の接続部を配備
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2
、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

追加装備
 �自動ラムダ制御による炉雰囲気の設定
 �安全構想8 ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �復熱式バーナーは排ガス中の廃熱の一部を再利用して空気を予備加熱するため、省エネ効果に大きく
貢献
 �熱方式の排ガス浄化システム
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御 76ページを参照
 �台車炉に関するその他の追加装備は、30ページを参照

42



WHTC 3300/15

高温台車炉、SiC ビーム装備で 1550 °C まで対応

技術セラミックの製造、特に運転温度 1550 ℃ までの焼結に SiC ビーム装備の高温台車炉が対応し
ます。WHTCシリーズの炉は特に堅牢な構造で重量の焼成補助付きワークに適しています。台車炉
は高温室側は軽量耐火レンガによる多層の断熱構造になっています。 

縦方向に取り付けられたSiCビームが炉の長手両面を加熱します。この加熱技術は電熱線で対応で
きない、作業温度 1350 ℃ 以上のプロセスに使えます。SiC ビームを制御するサリスタは、自動電力
補償機能を備えておりSiCビームの劣化に対応します。 

 �最高温度: 1550 °C
 �背面換気式の二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 �右開きドア
 �縦掛け SiC ビームで両面から加熱
 �自動電力補償機能を備えたサリスタが SiC ビームの劣化に対応
 �高品質ファイバーモジュールによる高熱室側の多層断熱
 �耐火レンガで囲まれた台車で重量ワークに対応
 �ゴムタイヤ付手動台車炉
 �モーター駆動の排気ハッチを炉天井に配備
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準
拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに
記録

追加装備
 �安全構想7 ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式の排ガス浄化システムは、
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセ
ンター NCCによる監視・ドキュメンテーション・制御 76ページを参照

WHTC 4000/15、レール走行型台車および冷却ファン付き

炉の両長手面の縦掛け SiC ビーム

2 ドア・台車 2 台仕様、レール走行型で迅速な台車交換が可能
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SAT 1512/85S

シャフト炉および箱型炉、空気循環器付き・なし 
電気またはガス加熱式

ナーバー･サームの箱形炉は、長く高重
量の構造部品のか焼、焼結または焼きな
ましに最適です。通常は屋内クレーンを使って装入
します。強力な空気循環で炉の温度は最高850 ℃まで上
がり、温度均一性を保ちます。また最高温度1280 ℃の箱型炉も五面加熱で温度均一性に優れています。ま
たこの炉はガス加熱仕様も可能です。ワークの重量や長さに応じて部品を設計し、シャフト型や箱型炉、空
気循環型などの炉をお客様のご要望に合わせて製造します。

 �最高温度260 ℃,450 ℃, 600 ℃または850 ℃空気循環炉向け
 �最高温度900 ℃または1280 ℃, 熱放射装備
 �電気またはガス加熱式
 �空気循環炉向けの長手両端加熱
 �四面加熱 900 ℃と1280 ℃型には積載用のシリコンカーバイトボード製底板
 �高度な断熱 機種の最高温度に対応
 �両手操作型電動油圧駆動の蓋
 �炉の下方に配備した閉鎖可能な空気取込み開口部
 �蓋に取り付けた閉鎖可能な排気開口部
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視(熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

追加装備
 �自動排気ハッチによる高速冷却
 �自動排気ハッチと連動した放熱ファン制御
 �ヒーターの複数ゾーン制御による最適な温度均一性
 �短い構造部品には炉室の長さを短く区分した分離制御が可能
 �最高温度950 ℃向け仕様 空気循環モーター保護ファンホィール
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76ページを参照

顧客固有サイズの S 5120/GS1、炉内は
二分でき、蓋は二パーツ構成

炉室を二分するための断熱プレート収
納部を備えた S 5120/GS

ローラ付き上蓋のシャフト炉 S 11988/S 
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HTC 40/16

高温炉 SiC ビームで加熱 最高温度1550 °C

型式 最高
温度

炉内寸法 mm 容量
(リット

外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量

°C 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg)
HTC 16/16 1550 200 300 260 16 810 700 1500 12,0 三相1 270
HTC 40/16 1550 300 350 350 40 1000 800 1620 12,0 三相 380
HTC 64/16 1550 400 400 400 64 1130 900 1670 18,0 三相 550
HTC 128/16 1550 400 800 400 128 1130 1290 1670 26,0 三相 750
HTC 160/16 1550 500 550 550 160 1250 1050 1900 21,0 三相 800
HTC 276/16 1550 500 1000 550 276 1300 1600 1900 36,0 三相 1100
HTC 450/16 1550 500 1150 780 450 1350 1740 2120 64,0 三相 1500
1三相のうち二相が加熱用  *接続電圧については77ページを参照
2接続負荷は仕様によって上昇

HTC 16/16 - HTC 450/16
高温炉HTC 16/16 - HTC 450/16は縦掛けSiCビームで加熱され、特に最
高温度1550 ℃までの焼結プロセスに適しています。またジルコニア焼
結などの特定のプロセスには、二珪化モリブデン製の発熱体より、チャー
ジと相互反応しないSiCビームの方が適切です。HTシリーズの炉と基本
的な構造が同じで、追加装備を共有できます。

 �最高温度: 1550 ℃
 �放熱ファンを装備した二重壁のケーシング構造により、外壁温度が
低い
 �縦掛けSiCビームで両面から加熱
 �特殊な背面断熱方式の高品質ファイバー断熱
 �凹凸を形成した断熱石材により、外部への熱損失が少ない
 �特殊吊下げ構造の堅牢な炉天井断熱
 �チエンガイドの平行開閉式スイングドアにより、断熱材を損なうことな
く規定の開閉が可能
 �高温炉HTC 276/..以降ツードア（前/後ろ）仕様
 �扉領域の温度損失を最小限に止めるおよび迷路構造の密閉方式
 �底面が積層プレートで補強されているため、ファイバー断熱材が保護
されると同時に、高重量構造物の収容が可能
 �炉天井に配備された排気開口部
 �サイリスタによる発熱体制御
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備は HT 機種と同様47ページを参照

縦掛けSiCビームとオプションで脱バイ
ンダー装置の空気噴射管

排気弁およびスタンド付きやチャージ熱
電対は追加装備
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HT 160/17 DB200

二珪化モリブデンヒーター付き高温炉
最高1800 °Cまでのファイバー断熱

HT 04/16 ～ HT 450/18
高温炉 HT 04/16 ～ HT 450/18 は長年にわたり、ラボラトリーや工業用セラミックの製造でその実績が証
明されています。バイオセラミック、CIM構造部品の焼結あるいは最高温度が 1800 ℃ に達するプロセス等、
このタイプの炉は焼結プロセスに最適です。

高温炉にはファイバー断熱材あるいは軽量耐火レンガによる断熱方式が採用されます。ファイバー断熱方
式の炉では熱的質量が小さいため、昇温時間が大幅に短縮します。これに対し、軽量耐火レンガによる断熱 
(49 ページのHFL機種を参照) は化学的耐性が優れています。

応用プロセスに合わせて多様な追加装備が可能です。例えば脱バインダー装備を拡充装備すると、脱バイ
ンダーおよび焼結がワンプロセスで可能な炉として応用できます。熱あるいは触媒方式による排ガス浄化
システムで万全なシステムとなります。

 �最高温度: 1600 ℃、1750 ℃ または 1800 ℃
 �推奨作業温度1750 ℃(HT ../18 型向け)、高温の作業では摩擦が増加
 �放熱ファンを装備した二重壁のケーシング構造により、外壁温度が低い
 �二珪化モリブデン発熱体による二面加熱
 �特殊な背面断熱方式の高品質ファイバー断熱
 �凹凸を形成した断熱石材により、外部への熱損失が少ない
 �特殊吊下げ構造の堅牢な炉天井断熱
 �チエンガイドの平行開閉式スイングドアにより、断熱材を損なうことなく規定の開閉が可能
 �高温炉HT 276/..以降ツードア（前/後ろ）仕様
 �扉領域の温度損失を最小限に止めるおよび迷路構造の密閉方式
 � HT 16/16 以降では標準タイプとして底面が積層プレートで補強されているため、ファイバー断熱材が保
護されると同時に、高重量構造物の収容が可能
 �炉天井に配備された排気開口部
 �サイリスタによる発熱体制御
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

発熱体の機械的損傷を回避する防護
装置

HT 16/18 ガス化システム装置付き

炉底からのガスパージ付きプロセス作業
フード、炉室汚染あるいはチャージと発
熱体の化学的な相互作用を防ぎます
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追加装備
 �周期制御された放熱ファンと電動式排気ハッチによるコントロールされないか、コントロールされた冷却シ
ステム。
 � DB タイプの炉には、焼結と脱バインダをワンプロセスで行うために、新鮮空気予熱や排ガスファン、包括
的安全技術が装備されているため、ワークを脱バインダ炉から焼結炉に移行する必要はありません

 �ステンレス製の排ガスフード
 �プロセス最適化に向けて、試験材料 (ワークも可) を使って炉内温度分布計測を行なう試運転調整
 �自動取り出し装置付きの熱電対 タイプ B および タイプ S による温度計測により、卓越した低温領域制
御
 �機械的損傷を防護するために発熱体の前に取り付ける防護グリルは49 ページを参照
 �ジルコニア焼結向けの特殊発熱体、ワークと発熱体の化学相互作用対して長い耐久期間
 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続
 �手動または自動式のガスパージシステム
 �プロセスケース、ガスの密封性を改善、また炉室内を汚染から保護
 �リフトドア
 �堅牢な軽量耐火レンガで床面を断熱して重量チャージに対応
 �プログラムで開閉するモーター駆動の排気ハッチ
 �安全構想6+7ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式の排ガス浄化システムは14 ページを参照
 �プロセス最適化のFID測定、…ページ参照 11 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照,

脱バインダー装備 DB200 にはパーフ
ォレート状に配備された空気噴射管
を装備

脱バインダー装備 DB200 における圧力
および流量表示

ニューマチック式平行リフトドアを装備した HT 160/18 DB200
HT 64/17 DB100　脱バインダーセット
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機種 最高
温度 

炉室内寸 (mm) 容量 外寸 (mm) 加熱能力 電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg)
HT 04/16 1600 150 150 150 4 730 490 1400 5.2 三相1 150
HT 08/16 1600 150 300 150 8 730 640 1400 8.0 三相1 200
HT 16/16 1600 200 300 260 16 810 700 1500 12.0 三相1 270
HT 40/16 1600 300 350 350 40 1000 800 1620 12.0 三相 380
HT 64/16 1600 400 400 400 64 1130 900 1670 18.0 三相 550
HT 128/16 1600 400 800 400 128 1130 1290 1670 26.0 三相 750
HT 160/16 1600 500 550 550 160 1250 1050 1900 21.0 三相 800
HT 276/16 1600 500 1000 550 276 1300 1600 1900 36.0 三相 1100
HT 450/16 1600 500 1150 780 450 1350 1740 2120 64.0 三相 1500

HT 04/17 1750 150 150 150 4 730 490 1400 5.2 三相1 150
HT 08/17 1750 150 300 150 8 730 640 1400 8.0 三相1 200
HT 16/17 1750 200 300 260 16 810 700 1500 12.0 三相1 270
HT 40/17 1750 300 350 350 40 1000 800 1620 12.0 三相 380
HT 64/17 1750 400 400 400 64 1130 900 1670 18.0 三相 550
HT 128/17 1750 400 800 400 128 1130 1290 1670 26.0 三相 750
HT 160/17 1750 500 550 550 160 1250 1050 1900 21.0 三相 800
HT 276/17 1750 500 1000 550 276 1300 1600 1900 36.0 三相 1100
HT 450/17 1750 500 1150 780 450 1350 1740 2120 64.0 三相 1500

HT 04/18 1800 150 150 150 4 730 490 1400 5.2 三相1 150
HT 08/18 1800 150 300 150 8 730 640 1400 8.0 三相1 200
HT 16/18 1800 200 300 260 16 810 700 1500 12.0 三相1 270
HT 40/18 1800 300 350 350 40 1000 800 1620 12.0 三相 380
HT 64/18 1800 400 400 400 64 1130 900 1670 18.0 三相 550
HT 128/18 1800 400 800 400 128 1130 1290 1670 26.0 三相 750
HT 160/18 1800 500 550 550 160 1250 1050 1900 21.0 三相 800
HT 276/18 1800 500 1000 550 276 1300 1600 1900 42.0 三相 1100
HT 450/18 1800 500 1150 780 450 1350 1740 2120 64.0 三相 1500
1加熱は二相間でのみ可能 *接続電圧については80ページを参照
2接続負荷は仕様によって上昇

走行可能な二枚のドアと包囲型加熱で、吊り下げられたセラミック管を焼結する HT 1000/17、最高温度は 1700 ℃

不燃性の保護ガス反応ガスのガスパー
ジシステム

HT 276/..以降の型でのツードア仕様

二珪化モリブデンヒーター付き高温炉
最高1800 °Cまでのファイバー断熱
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HFL 16/17

HFL 160/17

二珪化モリブデンヒーター付き高温炉
軽量耐火レンガ断熱型、最高温度 1700 ℃

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量
(リット

外寸 (mm) 加熱能
力

電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg)
HFL   16/16 1600 200 300 260 16 1000 890 1620 12 三相1 500
HFL   40/16 1600 300 350 350 40 1130 915 1890 12 三相 660
HFL   64/16 1600 400 400 400 64 1230 980 1940 18 三相 880
HFL 160/16 1600 500 550 550 160 1400 1250 2100 21 三相 1140

HFL   16/17 1700 200 300 260 16 1000 890 1620 12 三相1 530
HFL   40/17 1700 300 350 350 40 1130 915 1890 12 三相 690
HFL   64/17 1700 400 400 400 64 1230 980 1940 18 三相 920
HFL 160/17 1700 500 550 550 160 1400 1250 2100 21 三相 1190
1加熱は二相間でのみ可能 *接続電圧については77頁参照
2接続負荷は仕様によって上昇

機械的損傷を防護するために発熱体の
前に取り付ける防護グリル

不燃保護ガスあるいは反応ガス用のガ
スパージシステム

HFL 16/16 ～ HFL 160/17
高温炉 HFL 16/16 ～ HFL 160/17 シリーズは炉室内が堅牢な軽量耐火レンガでライニングされているこ
とが大きな特徴です。ファイバー断熱型の HT 機種 に対して、このタイプの炉は装入物が高重量の場合に
採用されます。熱処理中にガスが発生する場合でも、軽量耐火レンガ断熱方式の耐性は格段に優れていま
す。

標準タイプは HT 機種と同様、但し以下の点で相違
 �最高温度: 1600 ℃ または 1700 ℃ 
 �特殊な背面断熱を施した堅牢な軽量耐火レンガ断熱
 �高重量の装入物処理に適した軽量耐火レンガ積み構造の炉床
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備は HT 機種と同様47ページを参照
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HT 166/17 LB

HT 500/17 LB

二珪化モリブデンヒーター付きリフトトップ炉およびリフトボトム炉、最高温度 1800 ℃
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なうコンビネーション炉としても応用可能

HT 64/16 LB または LT ～ HT 1030/18 LB または LT
複雑構造物のチャージにはリフトトップ炉またはリフトボトムL炉を推奨します。小型構造物も複数レベルに
整然と装入できます。

基本タイプ炉はテーブルを装備しています。プロセスの技術的要求に合わせて、リフトトップ炉あるいはリフ
トボトム炉の採用が検討されます。

このシステムには単数または複数の手動またはモーター駆動による交換テーブルを拡充することが可能で
す。更に、プロセス短縮に向けた冷却システム、または脱バインダーと焼結をワンプロセスで行なう脱バイン
ダー装備等を追加して、プロセス固有の要求に対応させることも可能です。

 �最高温度: 1600 ℃、1750 ℃ 又は 1800 ℃
 �放熱ファンを装備した二重壁のケーシング構造により、外壁温度が低い
 �リフトトップ仕様：定置型テーブルを装備した電動油圧式シュラウド
 �リフトボトム仕様：固定型シュラウドを装備した駆動式テーブル
 �静かに作動するスピンドル駆動で昇降時の振動が少ない。大型機種には電動油圧駆動を採用
 �迷路構造で炉を確実に閉鎖
 �四面加熱による均一な温度分布
 �特殊な背面断熱方式の高品質ファイバー断熱
 �凹凸を形成した断熱石材により、外部への熱損失が少ない
 �特殊吊下げ構造の堅牢な炉天井断熱
 �耐荷重性を特殊強化したテーブルで高重量の装入物に対応
 �プログラムで作動するモーター制御の排気ハッチを炉天井に配備
 �サイリスタによる発熱体制御
 �手動設定可能な過昇温計で炉とワークの過熱を監視 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

全方向および積層間からの加熱で温度
均一性を最適化

高層構造での積層発熱体
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追加装備
 �周期制御された放熱ファンと電動式排気ハッチによるコントロールされないか、コントロール
された冷却システム。
 � DB タイプの炉には、焼結と脱バインダをワンプロセスで行うために、新鮮空気予熱や排ガス
ファン、包括的安全技術が装備されているため、ワークを脱バインダ炉から焼結炉に移行す
る必要はありません
 �ステンレス製の排ガスフード
 �プロセス最適化に向けて、試験材料 (ワークも可) を使って炉内温度分布計測を行なう試運
転調整
 �自動取り出し装置付きの熱電対 タイプ B および タイプ S による温度計測により、卓越した
低温領域制御
 �ジルコニア焼結向けの特殊発熱体、ワークと発熱体の化学相互作用対して長い耐久期間
 �全方向および積層間、あるいは積重ねられた発熱体からの加熱で温度均一性を最適化
 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続
 �手動または自動式のガスパージシステム
 �プロセスケース、ガスの密封性を改善、また炉室内を汚染から保護
 �堅牢な軽量耐火レンガで床面を断熱して重量チャージに対応
 �セラミック製ガスベルを装備した炉室内のガスパージシステムの他、不活性ガス雰囲気下の
運転時における下方から不活性ガス流入口および/または放出口で密閉性を向上すると同
時に、ワークと断熱材あるい発熱体との相互作用を回避
 �選択可能な交換テーブルシステム
 �安全構想7ページを参照
 �排気・排ガス配管
 �熱または触媒方式排気浄化システムは14 ページを参照
 �プロセス最適化のFID測定、…ページ参照 13 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照,

不燃性の保護ガス反応ガスのガスパー
ジシステム

手動交換システムおよび脱バインダー装備を備え
た HT 276/17 LT DB200

HT 276/18 LTS、不燃性の保護ガス反
応ガス雰囲気下での焼結用プロセス用
シュラウド2個付き

高温リフトボトム炉に装備された温度分
布計測装置
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HT 750/18 LTS

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量
(リット

外寸 (mm) 加熱能力 電気 重量

℃ 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)
HT     64/16 LB, LT 1600 400 400 400 64 1100 1750 2400 36 三相 1100
HT   166/16 LB, LT 1600 550 550 550 166 1350 2060 2600 42 三相 1500
HT   276/16 LB, LT 1600 1000 500 550 276 1800 2100 2600 45 三相 1850
HT   400/16 LB, LT 1600 1200 600 550 400 1900 2200 2680 69 三相 2600
HT   500/16 LB, LT 1600 1550 600 550 500 2100 2200 2680 69 三相 2700
HT 1000/16 LB, LT 1600 1000 1000 1000 1000 1800 2900 3450 140 三相 3000
HT 1030/16 LB, LT 1600 2200 600 780 1030 2950 2500 3050 160 三相 3200

HT     64/17 LB, LT 1750 400 400 400 64 1100 1750 2400 36 三相 1100
HT   166/17 LB, LT 1750 550 550 550 166 1350 2060 2600 42 三相 1500
HT   276/17 LB, LT 1750 1000 500 550 276 1800 2100 2600 45 三相 1850
HT   400/17 LB, LT 1750 1200 600 550 400 1900 2200 2680 69 三相 2600
HT   500/17 LB, LT 1750 1550 600 550 500 2100 2200 2680 69 三相 2700
HT 1000/17 LB, LT 1750 1000 1000 1000 1000 1800 2900 3450 140 三相 3000
HT 1030/17 LB, LT 1750 2200 600 780 1030 2950 2500 3050 160 三相 3200

HT     64/18 LB, LT 1800 400 400 400 64 1100 1750 2400 36 三相 1100
HT   166/18 LB, LT 1800 550 550 550 166 1350 2060 2600 42 三相 1500
HT   276/18 LB, LT 1800 1000 500 550 276 1800 2100 2600 45 三相 1850
HT   400/18 LB, LT 1800 1200 600 550 400 1900 2200 2680 69 三相 2600
HT   500/18 LB, LT 1800 1550 600 550 500 2100 2200 2680 69 三相 2700
HT 1000/18 LB, LT 1800 1000 1000 1000 1000 1800 2900 3450 140 三相 3000
HT 1030/18 LB, LT 1800 2200 600 780 1030 2950 2500 3050 160 三相 3200
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77頁参照

二珪化モリブデンヒーター付きリフトトップ炉およ
びリフトボトム炉、最高温度 1800 ℃
脱バインダーおよび焼結をワンプロセスで行なう
コンビネーション炉としても応用可能

製造用高温シュラウド炉 
HT 2600/16 LT DB200 
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フォークリフトで操作されるテーブルを備えた高温炉 HT 273/17S

脱バインダー用台車炉、残存物の脱バインダーと焼結を行う高温炉、および両者に共通した触媒式アフターバーニング装備から構成された製造プラント
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HTB 645/17

HTB 940/17S

ガス加熱式チャンバー炉、最高温度 1600 ℃

ガス加熱式高温炉の HTB シリーズは、特に高温への昇温が求められるプロセス専用に開発されました。プ
ロセス中に大量の可燃性ガスが発生する場合も、ガス加熱炉が優先的に適用されます。発生するガスの大
半は炉室内で燃焼されるため、焼結後に作動する熱あるいは触媒方式の排気浄化処理は小型装備で行な
えます。熱耐性および耐久性に優れたた軽量耐火レンガあるいはファイバー断熱材でライニングされてい
ます。

 �最高温度 1600 ℃
 �高出力で堅牢な高速バーナーには、炉室内におけるパルス制御および特殊な火炎形成が行なわれるた
め、均一な温度分布が実現
 �天然ガス、プロパンまたは LP ガスでの運転
 �バーナー技術の監視も含めて、PLC 制御による完全自動制御
 �火炎監視と安全バルブを装備した DVGW 準拠のガス開閉装置
 �還元雰囲気に対する耐久性を発揮するファイバー断熱は熱吸収が少ないため、短時間で昇温・冷却
 �二重構造のケーシングにより、外部温度が低い
 �排気フードには排ガス配管用の接続部を配備
 �タッチパネルを操作インタフェースとする PLC 制御は76 ページを参照
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

天然ガスライン 追加装備
 �自動ラムダ制御による炉雰囲気の設定
 �排気・排ガス配管
 �復熱式バーナー
 �熱または触媒方式の排気浄化システムは14 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コ
ントロールセンター NCCによる監視・ドキュメンテーション・制御76 
ページを参照
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連続炉
電気またはガス加熱

N 650/45 AS、重量ワーク熱処理のため
のロール連続炉

ラック搬送用の連続炉

切替により冷却所になるメッシ
ュベルト装置付き熱式変質用 
D 1500/3000/300/14

乾燥、予熱、硬化、
ガス抜きなどの一
定サイクルでの連続作業を
こなすためには、連続炉の選択が
重要になります。最高1400 ℃まで様々な温
度対応の炉を取り揃えています。炉の仕様は、装入
量や熱処理のプロセスおよびサイクルによって異なります。

また、搬送技術（ベルトやローラー）は、作業温度とワークの形状によって異なります。さらに駆動速度と制御
ゾーンの数も作業プロセスを考慮して選択します。 
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コンベア装置D 1600/3100/1200/55は、溶体化焼
鈍炉、冷却ステーション、搬送装置で構成

連続加熱炉内のエプロンコンベヤ駆
動装置

搬送コンセプト
 �搬送ベルト
 �網目調節付き金属製搬送ベルト
 �駆動チエン
 �ローラー駆動
 �循環エレベーター
 �シャトル
 �回転炉

搬送チエンを装備した連続炉 
D 700/10000/300/45S、最高温度 950 ℃, ガス
加熱式 

連続炉 
電気またはガス加熱

加熱方法
 �電気加熱、放射または対流
 �直接または間接ガス加熱

 �赤外線加
 �外部熱源による加熱
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温度サイクル
 �総全長の作業温度調整（例：乾燥や予熱など）
 �加熱、硬化、冷却時間のプロセスカーブ自動調整
 �ワークの急冷工程も含む熱処理

作業環境
 �大気動作
 �有機的ガス放出を含むプロセス用、 例えばEN 1539 (NFPA 86)に準拠した必要な安全技術を含
みます
 �不燃性の保護ガスおよび反応ガス雰囲気下、例えば、窒素、アルゴン、フォーミングガス
 �可燃性の保護ガスまたは反応ガス雰囲気下、例えば、水素（安全技術も含む）

基本的な調節項目
 �搬送速度
 �温度均一性
 �作業温度
 �プロセスカーブ
 �有効空間幅
 �搬入物の重量
 �タクトタイムおよび搬出
 �搬入搬出ゾーンの長さ
 �ガス放出の対応
 � AMS、CQI-9、FDAなど業種別スペック
 �その他ユーザースペック

ばねの焼戻し用連続炉　D 1100/5800/100/50 AS

D 1100/3600/100/50 AS　連続炉内のメッシュベ
ルト

予熱用回転床炉

57



自動ガスパージおよびプロセス制御装
置H3700 を装備した NRA 150/09

NRA 17/06 ～ NRA 1000/11
密閉型レトルト炉には、温度に相応して直接あるいは間接的加熱方式を採用します。所定の不活性ガスあ
るいは反応ガス雰囲気が要求される多様な熱処理プロセスに最適です。最高 600 ℃ 迄の真空下の熱処
理にもこのようなコンパクト機種を応用できます。炉室は密閉型レトルトで構成されています。ドア領域は特
殊シールを保護する水冷方式を採用しています。水素のような反応ガスの使用にも相応の安全技術を採用
しています。また、IDB 装備では不活性ガスでの脱バインダーあるいは熱分解が可能です。

プロセスに要求される温度領域に対応して、以下に列記する種々の機種が採用されます:

NRA ../06 機種、最高温度 650 ℃
 �レトルト内部に配備された発熱体
 �有効空間における温度均一性は最高 +/- 5 °C 75ページを参照
 �ステンレス製レトルト (1.4571)
 �レトルト後方部に装備された循環ファンによる最適な温度均一性を確保

NRA ../09 機種、最高温度 950 ℃
 �レトルト周辺を発熱体で外側から加熱
 �有効空間における温度均一性は最高 +/- 5 °C 75ページを参照
 �ステンレス製レトルト (1.4841)
 �レトルト後方部に装備された循環ファンによる最適な温度均一性を確保

NR ../11 機種、最高温度 1100 ℃
 �レトルト周辺を発熱体で外側から加熱
 �有効空間における温度均一性は最高 +/- 5 °C 75ページを参照
 �ステンレス製レトルト (1.4841)

高温壁レトルト炉　最高温度 1100 ℃

NRA ../06 機種の炉内加熱

ガスパージキットを装備したNRA 25/06 

レトルト用差し込み式クイックロック、電
動式も追加装備で可能

高温時の開閉に平行開閉式スイングド
ア（追加装備）
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NRA 50/09 H2

NRA 480/04S

レトルトの室温真空用ポンプ

自動式用のプロセス制御装置　H3700

基本装備
 �フレーム構造のコンパクトなケーシングとステンレス製のプレート
 �制御およびガスパージを炉ケーシングに統合
 �空気循環式炉の中のレトルトもしくはエアバッフル容器に溶接されたチャージ
架台
 �開放型水冷システムを装備した右開きドア
 �炉の大きさにより950 ℃用と1100 ℃用の制御装置を一カ所または複数箇所
の加熱ゾーンに分配しています。
 �レトルト外部の温度計測を装備したー炉温度制御
 �フローメーターおよび手動バルブ付き不燃性保護ガス/反応ガスのガスパージ
システム
 � 600 ℃ 迄真空を可能にする真空ポンプのオプション
 �室温真空用の真空ポンプの接続が可能
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

追加装備
 �その他の不燃性ガスに対応した装備
 �流出量変化に対応するMFC・流量装置を含む自動ガスパージ、プロセス制御装置H3700,H1700による制
御
 � 600 ℃ 迄レトルトの真空を可能にする真空ポンプの機種によっては真空度 10-5 mbar を実現
 �プロセス時間を短縮する冷却システム
 �閉鎖循環系水冷熱交換器によるドア冷却
 �残存酸素量の測定装置
 �ドアヒーター
 �レトルト内部・外部の温度計測を装備したチャージ温度制御
 �ガス供給用磁石式バルブ、制御装置で切替
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照
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可燃性プロセスガスで稼動するH2 タイプ
水素のような可燃性プロセスガスを使用する応用領域のレトルト炉には、それに求められる安全技術を追
加装備して納入します。安全に関するセンサーには相応の認証を受けた実証済みの部品だけを採用してい
ます。炉の運転は、誤作動無く確実に作動する PLC 制御システム (S7-300F/安全制御) でコントロールされ
ます。

 �可燃性プロセスガス流入は相対圧 50 mbar の過圧に制御
 �認証許可済みの安全構想
 �グラフィック表示式のタッチパネル H1700 でデータ入力する PLC 制御
 �水素流入用冗長バルブ
 �全プロセスのガス圧許容値を監視
 �不活性ガスを炉室内に安全にパージするためのバイパス
 �熱方式アフターバーニング用排ガスフレア装置
 �誤作動時に非常用ガスを炉に送り込むパージ容器

機種 最高温度 機種 最高温度 有効空間寸法 (mm) 有効容量 電気
℃ ℃ 幅 奥行き 高さ (リットル) 接続*

NRA   17/.. 650 または 950 NR   17/11 1100 225 350 225 17 三相
NRA   25/.. 650 または 950 NR   25/11 1100 225 500 225 25 三相
NRA   50/.. 650 または 950 NR   50/11 1100 325 475 325 50 三相
NRA   75/.. 650 または 950 NR   75/11 1100 325 700 325 75 三相
NRA  150/.. 650 または 950 NR  150/11 1100 450 750 450 150 三相
NRA  200/.. 650 または 950 NR  200/11 1100 450 1000 450 200 三相
NRA  300/.. 650 または 950 NR  300/11 1100 590 900 590 300 三相
NRA  400/.. 650 または 950 NR  400/11 1100 590 1250 590 400 三相
NRA  500/.. 650 または 950 NR  500/11 1100 720 1000 720 500 三相
NRA  700/.. 650 または 950 NR  700/11 1100 720 1350 720 700 三相
NRA 1000/.. 650 または 950 NR 1000/11 1100 870 1350 870 1000 三相

*接続電圧に関する注記は77ページを参照

NRA 300/09 H2 は水素雰囲気下での熱
処理用

不活性保護ガス雰囲気下での脱バインダーおよび熱分解のためのIDB仕様
NR および NRAシリーズのレトルト炉は、不活性性保護ガス雰囲気下の脱バインダー処理あるいは熱分解
プロセスに最適です。IDBタイプの炉は、炉の監視と不活性ガスパージ機構を備えた安全構想が採用されて
います。排ガスは排ガスフレア装置で焼却されます。安全運転を確保するため、パージおよびフレア機能は
共に監視されます。

 �相対圧 50 mbar の過圧に制御されたプロセス進行を監視
 �グラフィック表示式のタッチパネル H1700 でデータ入力する PLC 制御
 �プロセスガス圧の許容値を監視
 �不活性ガスを炉室内に安全にパージするためのバイパス
 �熱方式アフターバーニング用排ガスフレア装置

フォークリフトによる NRA 300/06 炉への装入

熱方式アフターバーニングを備えた
NR 150/11 IDB

高温壁レトルト炉　最高温度 1100 ℃
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SRA 200/09

SR(A) 17 - SR(A) 1500
レトルト炉SRおよびSRA(ガス循環能付き）は不燃性または
可燃性の保護ガス反応ガス雰囲気下での運転に適してい
ます。クレーンまたは運用サイドで使用するその他の吊上装
置を使って上方から装入します。このため、高重量装入物の
炉室内への装入が可能になります。

炉の稼動温度に応じて、以下の機種を用意しています:

NR .../11 機種、最高温度 1100 ℃
 �レトルト外部からの循環加熱
 �有効空間における温度均一性は最高 +/- 5 °C 75ページ
を参照
 �ステンレス製レトルト (1.4841)
 �上から下に向けて複数ゾーン制御

機種 最高温度 赤熱レトルト内寸 容量 外寸 (mm) 電気 重量
℃ Ø (mm) 高さ (mm) (リットル) 幅 奥行き 高さ 接続* (kg)

SR(A)     17/.. 250 350 17 1300 1700 1800 三相 600
SR(A)     25/.. 250 500 25 1300 1900 1800 三相 800
SR(A)     50/.. 400 450 50 1400 2000 1800 三相 1300
SR(A)   100/.. 600, 400 800 100 1400 2000 2100 三相 1500
SR(A)   200/.. 950 600 700 200 1600 2200 2200 三相 2100
SR(A)   300/.. または 600 1000 300 1600 2200 2500 三相 2400
SR(A)   500/.. 1100 800 1000 500 1800 2400 2700 三相 2800
SR(A)   600/.. 800 1200 600 1800 2400 2900 三相 3000
SR(A)   800/.. 1000 1000 800 2000 2600 2800 三相 3100
SR(A) 1000/.. 1000 1300 1000 2000 2600 3100 三相 3300
SR(A) 1500/.. 1200 1300 1500 2200 2800 3300 三相 3500

 *接続電圧に関する注記は、77 ページ参照

SRA 300/06チャージ用バ
スケット付き

SR 170/1000/11 レトルト交
換と冷却ステーション付き

SRA ../06 機種、最高温度 600 ℃
SRA .../09 機種と同様、但し以下の点で相違:

 �レトルト内部の加熱を指示
 �有効空間における温度均一性は最高 +/- 5 °C 75ページを参照
 �単一ゾーン制御
 �ステンレス製レトルト (1.4571)

基本装備 (全機種)
NR および NRA 機種の基本装備と同様、但し以下の点で相違:

 �運用サイドで使用しているクレーンまたは吊上装置を使って上方から装
入
 �横開き旋回蓋
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティ
ックに記録

追加装備、H2仕様とIDB仕様に関してはNRとNRAモデルを参照 

SRA ../09 機種、最高温度 950 ℃
SR .../11 機種と同様、但し以下の点で相違:

 �温度均一性、 有効空間+/- 5 °Cに達する、炉蓋に装備さ
れた高出力ファンによる大気循環, 75ページを参照
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VHT 8/18-GR - VHT 500/18-KE
コンパクトタイプの VHT シリーズは、黒鉛、モリブデン、タングステンまたは MoSi2 を加熱装置として採用し
た電気加熱式チャンバー炉です。多様な加熱構想の他にも、レトルト炉はアクセサリーも包括的に取り揃え
ているため、厳しい技術が要求されるプロセスにも適用できます。

真空密封型プロセス容器は、不活性/反応ガス雰囲気下での熱処理プロセスを可能にします。炉の仕様に
よっては最高 10-5 mbar の真空度を確保します。基本型炉は不燃性の保護ガス反応ガス雰囲気下あるい
は真空下での運転に適しています。 H2タイプは水素またはその他の可燃性ガスを使用する運転に適して
います。このタイプの中核をなすのが認証許可済みの安全装備です。いかなる時も安全運転を確保すると
同時に、エラー発生時には相応の非常プログラムが作動します。

加熱仕様の選択肢
基本的に以下のプロセス要求用のモデルが入手可能です

VHT ../..-GR、黒鉛を採用した断熱および加熱
 �不活性/反応ガス雰囲気または真空下のプロセス
 �最高温度: 1800 ℃ または 2200 ℃ (2400 °C は追加装備)
 �使用するポンプのタイプに応じて、10-4 mbar 迄の真空度
 �黒鉛断熱

モリブデンまたはタングステン製ヒーターを装備したVHT ../..-MO または VHT ../..-W 
 �不活性/反応ガス雰囲気または高真空下の高純度プロセスに適用
 � Tmax は 1200 ℃、1600 ℃ または 1800 ℃ (表を参照)
 �使用するポンプのタイプに応じて、10-5 mbar 迄の真空度
 �モリブデンならびタングステン放射プレートによる断熱

VHT ../..-KE、ファイバー断熱および二珪化モリブデン発熱体による加熱
 �不活性/反応ガス雰囲気、大気または真空下のプロセスに適用
 �最高温度 1800 ℃
 �使用するポンプのタイプに応じて、10-2 mbar (最高 1300 ℃) 迄の真空度
 �高純度の酸化アルミニウムファイバーによる断熱

低温壁レトルト炉最高温度 2400 ℃

ファイバー断熱と二珪化モリブデン発
熱体付きのVHT 8/18-KE

CFCプロセスケースと水素を使用
した運転用の拡充パッケージ付き
VHT 500/22-GR H2

VHT 8/16-MO による水素雰囲気下で
の胴棒材の熱処理
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黒鉛製の挿入式加熱装置

セラミックファイバーによる遮断

モリブデン製ヒーター

全機種の標準装備

基本装備
 �標準型炉室容量は 8 - 500 リットル
 �耐熱性 Oリングでシールされた全面水冷式のステンレス製プロセス容器
 �鋼鉄製プロファイルから成る堅牢なフレームは、ステンレス製カウリングが取り外しできるためメンテナン
スが容易
 � VHT 8 のケーシングには炉の走行を容易にするローラーを装備
 �順流・逆流を手動で開閉できるコックを備えた水冷配分器、自動流量監視、開放型冷却システム
 �流量や温度の表示および超過温度の安全装置を備えた調整可能な水冷循環システム
 �スイッチボードおよび制御器をケーシングに統合
 �プログラムを入力し可視化する 7“ インチ タッチパネルを備えたプロセス制御装置H700。20セグメント
構成のプログラムを10種類保存可能
 �手動設定可能な過昇温計 (熱保護等級 2、EN 60519-2 に準拠)
 �プロセス機能および真空機能の手動操作
 �プロセスガスの (N2、Arまたは不燃性フォーミングガス) の流量を調整可能な手動式ガスパージ
 �手動バルブを装備したバイパスで不活性ガスを炉室内にスピーディに充填・パージ
 �加圧下での炉の運転用オーバーフローバルブ (相対圧 20 mbar) を装備した手動式ガスアウトレット
 �ボールコックを装備した一段型ロータリースライドポンプによる予備排気、および最高 5 mbar の低真空
熱処理
 �マノメーターで圧力監視を可視化
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

追加装備
 �モデルVHT 40/..-GRより最高温度2400 ℃
 �ケーシング区分して小型のドア開口部から装入可能なオプション (VHT 08)
 �セカンドプロセス (N2、Arまたは不燃性フォーミングガス) 用に流量調整可能な手動型ガスパージおよび
バイパス
 �モリウデン、タングステン、黒鉛またはCFC製のプロセス容器、特に解離プロセスに奨励。ガス注入排出が
直接可能なケーシングは炉室に設置され、温度均一性が向上します。 脱バインダーの間、バインダーを
含む排ガスは直接内側から排出されます。脱バインダー後のガスパージの入れ替えにより、焼結過程の
間にプロセスガス雰囲気が浄化されます。
 �装入物に取り付けた表示付きの熱電対
 �最高温度 2200 ℃ 用の機種はパイロメーター、Sタイプの熱電対および自動取り出し装置を備え、低温
領域における卓越した制御効果を発揮 (VHT 40/..-GR 以降)
 �ボールコックを装備した二段型ロータリースライドポンプによる予備排気、および中真空熱処理（最高
10-2 mbar）

 �シャットオフスライドを備えたターボモレキュラーポンプによる予備排気、および高真空熱処理（最高
10-5 mbar）。電気圧力センサーおよびプライマリーポンプを含む

 �その他の真空ポンプについてはお問い合わせください。
 �閉鎖循環式水冷熱交換器
 �プロセス制御装置H3700 を備えたオート装備

 - 12インチのグラフィックタッチパネル
 - 温度、加熱レート、ガスパージ、真空等の全プロセスデータをタッチパネルで入力
 - プロセス制御画面上でプロセスに関与する全データを可視化
 - 流量調整可能なプロセスガス(N2、Arまたは不燃性フォーミングガス)用の自動ガスパージ
 - プロセスガスを容器にパージ・充填するためのプログラム制御式バイパス
 - 炉の安全運転に向けて、漏洩チェックを含め、予備・後続プログラムの自動化
 - 加圧下での炉の運転用ベローズバルブおよびオーバーフロバルブ (相対圧 20 mbar) を装備した自動
ガス排気
 - 絶対圧および相対圧用の圧力センサー

 �流量変更を質量・流量制御する他、セカンドプロセスガスで混合ガスを発生させる装置 (オート装備を採
用した場合のみ)
 �分圧運転: 負圧制御下での不活性ガス流入 (オート装備を採用した場合のみ)
 �監視、記録、制御用で、ナーバテルムのコントロールセンターNCCを通しプロセス制御と記録76ページを
参照

自動取り出し装置付きのタイプ S 熱電
対による温度計測により、卓越した低温
領域制御を実現

タングステン製ヒーター
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VHT 40/16-MO H2

VHT のガスパージスキーム、脱バインダ
ーおよび焼結

水素やその他の可燃性ガスを使用した運転用の H2タイプ
H2仕様は水素およびその他の可燃性ガス下でレトルト炉運転が可能。必要とされる安全技術が炉に追加
装備されています。安全に関するセンサーには相応の認証を受けた実証済みの部品だけを採用していま
す。エラーフリーの制御装置 (S7-300F/安全制御) で炉の運転がコントロールされます。

 �認証許可済みの安全構想
 �オート装備 (上記の追加装備を参照)
 �水素流入用冗長バルブ
 �全プロセスのガス圧許容値を監視
 �不活性ガスを炉室内に安全にパージするためのバイパス
 �自動的に開放するソレノイドバルブを備えた圧力監視付き非常パージ容器
 � H2アフターバーニング用の排ガスフレア (電気またはガス加熱式)
 �運転雰囲気: 室温以上で過圧 (相対圧 50 mbar) に制御されたプロセス容器で H2を流入

追加装備
 � 750 ℃ 以上の炉温で負圧 (分圧) に制御されたプロセス容器で H2を流入
 �水素雰囲気下の脱バインダー処理のためにプロセス容器内に収納されたプロセスケーシング
 �監視、記録、制御用で、ナーバテルムのコントロールセンターNCCを通しプロセス制御と記録76ページを
参照

最高 5 mbar の低真空下熱処理に用いられる
一段型ロータリースライドポンプ

最高 10-2 mbar の真空熱処理に使用される二段
型ロータリースライドポンプ

プライマリーポンプ付きのターボモレキュラーポ
ンプは最高 10-5 mbar 真空下熱処理に使用

ターボモレキュラーポンプ

電動リフトドアとグローブボックス
に接続されたフロントフレームつき
VHT 40/22-GR
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水素対応の拡充パッケージとプロセス
容器つき VHT 8/16-MO

プロセス容器、不活性ガス下での残留物脱バインダー用
プロセスによってはチャージの脱バインダーを不燃性保護ガスま
たは反応ガス雰囲気下で行う必要があります。このようなプロセ
スには基本的に高温壁レトルト炉を奨励します。（NRまたはSRモ
デル参照）この炉では凝縮物堆積を、最適に回避できることが確
認されています。

VHTレトルト炉で残留物の脱バインダー中に多少の排ガスが避け
られない場合は、炉の装備で対応してください。 

炉室内に装備された追加プロセス容器で、排気ガスが排ガスフレ
アに直送されます。このシステムによって、脱バインダー時の排ガ
スによる炉室内の汚染を極力回避できます。 

排ガスの構成に応じて、排ガスラインの装備には様々なオプショ
ンがあります。 

 �排ガスの燃焼のための排ガスフレア
 �バインダーを分離するための凝縮トラップ
 �洗浄器によるプロセス別の排ガス処理
 �排気口のヒーティングで排ガスライン内の凝縮物堆積を回避  

機種 炉室内寸 (mm) 容量 炉の最大 外寸 (mm) 加熱能力 kW4

幅 奥行き 高さ (リットル) 容量 幅 奥行き 高さ 黒鉛 モリブデン タングステン セラミックファイバー
VHT     8/.. 170 240 200 8 5 1250 (800)1 1100 2000 27 19/343 50 12
VHT   40/.. 300 450 300 40 30 1600 2100 2300 83/1032 54/603 90 30
VHT   70/.. 375 500 375 70 50 1700 2500 2400 105/1252 70/1003 150 55
VHT 100/.. 450 550 450 100 75 1900 2600 2500 131/1552 90/1403 ご要望次第 85
VHT 250/.. 600 750 600 250 175 30001 4300 3100 180/2102 ご要望次第 ご要望次第 ご要望次第
VHT 500/.. 750 900 750 500 350 32001 4500 3300 220/2602 ご要望次第 ご要望次第 ご要望次第
1個々の切り替え装置ユニット 31200 °C/1600 °C
21800 °C/2200 °C 4接続負荷は仕様によって上昇

VHT .../..-GR VHT .../..-MO VHT .../18-W VHT .../18-KE
最高温度 1800 °C または 2200 °C 1200 °C または 1600 °C 1800 °C 1800 °C
不活性ガス    
大気/ 酸素 - - - 
水素 3,4 3 3 1,3

低真空、中真空 (>10-3 mbar)    ²
高真空 (<10-3 mbar) 4   ²
炉材の ヒーター 黒鉛 モリブデン タングステン MoSi2炉材の 断熱 黒鉛フェルト モリブデン タングステン/モリブデン セラミックファイバー
1最高温度は1400 ℃まで低下 3可燃性の不活性ガスと反応ガス対応安全パッケージ付きのみ
2最高温度により異なる 4最高温度 1800 ℃

機種 プロセス容器内寸(単位 mm) 容量
幅 奥行き 高さ (リットル)

VHT     8/.. 120 210 150 3,5
VHT   40/.. 250 430 250 25,0
VHT   70/.. 325 475 325 50,0
VHT 100/.. 425 500 425 90,0
VHT 250/.. 575 700 575 230,0
VHT 500/.. 725 850 725 445,0
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機種 最高温度 有効空間寸法 (mm) 有効容量 外形寸法 mm 加熱能力 電気
℃ Ø x 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続*

SVHT 2/24-W 2400 150 x 150 2,5 1300 2500 2000 55 三相
SVHT 9/24-W 2400 230 x 230 9,5 1400 2900 2100 95 三相

SVHT 2/30-GR 3000 150 x 150 2,5 1400 2500 2100 65 三相
SVHT 9/30-GR 3000 230 x 230 9,5 1500 2900 2100 115 三相
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧に関する注記は77ページを参照

低温壁レトルト炉最高温度 2400 ℃ または 3000 ℃

タングステンヒーターを装備した 
SVHT 9/24-W

SVHT 2/24-W ～ SVHT 9/30-GR
SVHT シリーズのレトルト炉は VHT機種 (62 ページ以降) と比
較して、真空度や最高温度の性能が更に優れています。タング
ステンヒーターを装備した SVHT ..-W シャフト炉は、高真空度
でも最高温度 2400 ℃のプロセスが可能です。黒鉛ヒーターを
装備したシャフト炉 SVHT ..-GR 機種は希ガス雰囲気では最高
温度 3000 ℃のプロセスも可能です。

 �標準型炉室容量は 2 または 9 リットル
 �上から装入するシャフト炉
 �ステンレスプレートを組み込んだフレーム構造
 �水冷式二重壁構造のステンレススチール容器
 �手動操作によるプロセスガス機能および真空機能
 �手動操作による不燃性プロセスガスパージ装置
 �人間工学的装入高さを実現するステップを炉の前に設置
 �ガス圧ダンパーを装備した容器カバー
 �炉のハウジングに統合された作動・制御装置
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �標準製品のその他の性能は62 ページ以降の VHT 標準モデ
ルの内容を参照

タングステンヒーターを装備した円筒
状レトルト

黒鉛加熱モジュール

冷却水の分配

ヒーターの選択肢 

SVHT ..-GR
 �適用プロセス:

 - 不活性/活性ガス雰囲気または真空下で、適した上限温度の監視
 - アルゴンガス雰囲気で、最高温度は 3000 ℃

 �使用するポンプのタイプに応じて、 10-4 mbar 迄の真空度
 �加熱:円筒状に配備された黒鉛発熱体
 �断熱:黒鉛断熱
 �光学式パイロメーターによる温度計測

SVHT ..-W
 �不活性/活性ガス雰囲気または真空下のプロセスで、最高温度 2400 ℃に対応
 �使用するポンプのタイプに応じて、 10-5 mbar 迄の真空度
 �加熱: 円筒状に配備されたタングステン加熱モジュール
 �断熱:タングステンおよびモリブデン製のスチールプレート
 �サーモエレメントのCタイプによる温度測定

プロセスガスの自動制御や可燃性ガスを使用するプロセス、安全システム等に対する追加装備は62ページ
以降の VHT 機種を参照 
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LBVHT 600/24-GR

LBVHT 100/16 - LBVHT 600/24
LBVHTシリーズの昇降底型レトルト炉は、保護ガスや反応ガスま
たは真空雰囲気が必要なプロセスに最適です。この機種は基本
的にはVHTシリーズの構造です。電気油圧駆動の昇降底構造や
サイズで、特に製造でのワーク装入が容易になります。サイズと
仕様の炉を取り揃えています。またVHT型と同様、様々な加熱方
式に対応しています。

 � 100～600リッターまでの標準サイズの昇
 �降底型レトルト炉　電気油圧駆動のテーブル装備で装入簡易
 �重量搬入物に対応
 �加熱コンセプトの種類

 - 最高温度2400 ℃の黒鉛ヒーター装備
 - 最高温度1600 ℃のモリブデンヒーター
 - 最高温度2000 ℃タングステンヒーター

 �ステンレス鋼プレートとアルミニウムフレーム構造
 �ガスパージ付き基本装備、不燃性の保護ガス反応ガス向け
 �自動ガスパージシステム、多種のプロセスガス使用の場合は追加装備
 �水素など可燃性の反応ガス下の運転向けのガスパージシステム（追加装備として安全キットも含む）
 �スイッチ、制御装置およびガスパージは炉ケーシングに統合
 �標準製品のその他の性能および追加装備に関して62ページ以降のVHT炉の記述をご参照ください。

昇降底型レトルト炉 最高温度2400 ℃

LBVHT 250/20-W タングステン加熱装置

LBVHT　黒鉛の加熱装置

機種 最高温度 機種 最高温度 機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量 電気
°C °C °C Ø 高さ (リットル) 接続*

LBVHT 100/16-MO 1600 LBVHT 100/20-W 2000 LBVHT 100/24-GR 2400 450 700 100 三相
LBVHT 250/16-MO 1600 LBVHT 250/20-W 2000 LBVHT 250/24-GR 2400 600 900 250 三相
LBVHT 600/16-MO 1600 LBVHT 600/20-W 2000 LBVHT 600/24-GR 2400 800 1200 600 三相

*66接続電圧に関する注記は、77ページを参照
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触媒方式脱バインダー用のレトルト炉, 
触媒または熱方式の脱バインダー用コンビ炉としても

NRA 40/02 CDB および NRA 150/02 CDB
チャンバーレトルト炉 NRA 40/02 CDB および NRA 150/02 CDB は、粉末射
出成形されたセラミックおよび金属構成部品の触媒方式脱バインダー処理
専用に開発されました。内側加熱式のガス密閉型レトルトを備えた熱風循環
炉です。触媒方式脱バインダーではポリアセタール (POM) を含むバインダー
が硝酸に作用されて炉室内で化学的に分解され、窒素キャリアガスによって
炉外へ送られて排ガスフレアで焼却されます。オペレーターや周囲を保護す
るため、どちらの機種も包括的な安全装備を備えています。 

コンビ炉CTDBとしての仕様では、製品を触媒およびサーム脱バインダー、ま
た必要と製品の仕様特性に応じて初期焼結ができます。初期焼結された部
品は、残留バインダーで汚染されずに、容易に焼結炉に移動できます。

 �耐酸ステンレス製 (1.4571) のプロセス容器には大型ドアを装備
 �クロム鋼チューブヒーターでレトルト内部を四面加熱するため、均一な温
度分布を実現
 �水平熱風循環でプロセスガスを均一に分布
 �酸ポンプおよび運用サイドの酸容器を炉台に統合
 �ガス加熱式の排ガスフレアに火炎監視を装備
 � LPC制御の冗長的安全装置を備えた包括的安全装備は、硝酸を使用する
運転の安全性を確保します。

 �グラフィック表示機能をもつ大型タッチパネル H3700 でプロセスのデータ
入力および可視化

硝酸用酸ポンプ

内部ヒーターとプロセス容器付きのレ
トルト

機種 最高温度 炉室内寸 (mm) 容量
(リット

外寸 (mm) 加熱能力 電気 重量 酸の消費量 窒素ガス

℃ 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg) (HNO3) (N2)
NRA   40/02 CDB 200 300 450 300 40 1400 1600 2400 2,0 三相1 800 最高  70 ml/h 1000 l/h
NRA 150/02 CDB 200 450 700 450 150 1650 1960 2850 20,0 三相1 1650 最高 180 ml/h 最高 4000 l/h
1加熱は二相間でのみ可能 *接続電圧については77頁参照
2接続負荷は仕様によって上昇

NRA 40/02 CDB、アシッドポンプ用キャ
ビネット付き

 �炉洗浄用の緊急用空気タンク故障の場合
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用

NRA .. CDB 機種
 �最高温度 200 ℃
 �マスフローメーターを装備した窒素の自動ガスパージシステム
 �酸の消費量は調整可能で、それに対応したパージガス容量

NRA .. CTDB仕様
 �安全構想9ページを参照
 �大気循環付き600 ℃および900 ℃向けモデルも用意

追加装備
 �硝酸容器の計量機は、酸の消費を監視し、酸容器の充填レベルを可視化する PLC 制御に接続 
(NRA 150/02 CDB)
 �炉の装入を容易にするリフトトラック
 �アシッドポンプ用キャビネット
 �監視、記録、制御用で、ナーバテルムのコントロールセンターNCCを通しプロセス制御と記録76ページを
参照
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LS 25/13

GR 1300/13S

速焼炉
LS 12/13とLS 25/13
典型的な速焼プロセスから最高焼成温度1300 °Cまでのシミュレーションにはこの速焼炉が最適です。性能
の高さ、低減な熱量、効率の高い冷却送風の組合わせによって冷却時から冷却時への周期をオーブン開口
時約300 ℃で約35分にまで短縮することができます。

 �最高温度1300 °C
 �非常にコンパクトな本体設計
 �セラミック製の管状キャリア上に置かれるワーク
 �炉床と炉天井からの加熱
 � 2ゾーン式調整、炉床と炉天井は別々に調整可能
 �内臓冷却ファン、炉の冷却を含めワークの冷却タイムの短縮をプログラムできます
 �約20mmの上蓋隙間のプログラミング可能、冷却ファンのスイッチを入れない場合の冷却促進のため
 �上部と下部のゾーンにS熱電対 PtRh-Pt
 �キャスター式の容易な炉の移動
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

型式 最高温度 炉内寸法 mm 容量 外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量
°C 幅 奥行き 高さ (リットル) 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)

LS 12/13 1300 350 350 40 12 600 800 985 15 三相 130
LS 25/13 1300 500 500 100 25 750 985 1150 22 三相 160
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

焼成カーブ LS 12/13とLS 25/13温度勾配炉または連続炉

追加装備としての第二扉付き
GR 1300/13の炉室

GR 1300/13
温度勾配炉 GR 1300/13 の炉室は長手方向で六等分の制御ゾーンに区分けされています。６ ゾ
ーンの温度は各々個別に制御可能です。炉の装入は通常、側面に配備された平行開閉式スイン
グドアから行います。長さ 1300 mm の加熱空間において最高 400 ℃ の温度勾配を安定して制
御できます。ご要望によっては、連続炉として製造し、対向面にセカンドドアを装備して提供しま
す。一緒にお送りしますファイバーセパレーターの使用の際は、蓋を開けた上側からチャージしてく
ださい。

 �最高温度1300 °C
 �加熱部の長さ1300 mm
 �発熱体は管状キャリア上に装填、炉室の直接熱放射
 �上方あるいは正面の平行開閉式スイングドアからチャージ
 �緩衝器により補助される上部蓋の開閉
 � 6ゾーン式調整
 �各6加熱ゾーンの個々の調整（各160mm長）
 � 400 °Cからの加熱部の全長に渉る温度勾配
 �チャンバー 6 室をファイバー材で分離
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

付属装置
 �最高 10 の制御ゾーン
 �連続炉として使用する場合には平行開閉式スイングドアをセカンドドアとして装備
 �水平タイプではなく、垂直タイプの連続炉
 �監視、記録、制御用にVCDソフトウェアパケットでプロセス制御と記録 76ページを参照

型式 最高温度 炉内寸法 mm 外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量
°C 幅 奥行き 高さ 幅 奥行き 高さ kW1 接続* (kg)

GR 1300/13 1300 1300 100 60 1660 740 1345 18 三相 300
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照
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チャンバー炉レンガ断熱式／ファイバー断熱式

LH 15/ 12～LF 120/14
チャンバー炉LH 15/12～LF 120/14は多年にわたり、プロフェッショナルチャンバー炉として実験室でその性
能を実証してきています。このチャンバー炉には堅牢な軽量耐火性レンガによる断熱（LH型）と、軽量耐火
性レンガのコーナーと熱保存性が低く冷却速度の早いファイバー断熱の組合わせによるコンビ式断熱（LF
型）があり、そのどちらかの選択が可能です。これらのチャンバー炉は、要求されるプロセスにとって最適の設
計を広範な追加装備によって実現します。

 �最高温度1200 °C、1300 °C、または1400 °C
 �背面換気式の二重壁ケーシング構造により、低い外壁温
 � 5面加熱式による優れた温度均一化
 �管状キャリアに装填された発熱体による直接放射、高度の耐久性
 �コントローラーは炉の扉につるされており、取り外して操作が可能です
 �炉床に嵌めこまれたシリコンカーバイトボードによる底面加熱とワークの積み重ねの保護
 � LH型：軽ファイバーなしで軽量耐火レンガと特殊背面断熱による多層断熱
 � LF型：高品質の分類されないファイバー断熱+耐火レンガ断熱のコーナー、冷却時間と加熱時間の短縮
 �一品製作仕上げのレンガ層断熱の密閉式扉
 �高度の電気容量による短期の昇温時間

冷却キャップと連動する冷却ファンが冷
却時間を短縮します

LH 120/12SW 熱灼減量測定のための計量装置付きチャンバー炉LH 15/12 レンガ断熱

LH 120/12、クオーツガラス製プロセスケース装備

 �排気管とバイパス接続された側面の蒸気放出
 �自重を支える天井アーチ構造の高度の安定性と、塵埃からの最良の保
護

 �クイックロックドア
 �段階なしに調節可能の炉床のスリット
 �架台を含む商品構成
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �制御の内容は76ページを参照

付属装置
 �平行スイング扉、高温のチャンバー炉開閉時にオペレーターを保護
 �電子リニア式上下スライド扉
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平行スイング式扉 
高温時の炉の開閉

大気中脱バインダー用 LH 60/13 DB50

 �壁キャビネット、または縦型キャビネットの別個のスイッチ装置
 �モーター駆動の排気ハッチ
 �冷却ファンは作業の周期を短縮
 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続
 �高度な洗浄空間のためのクオーツガラス製プロセスケース、クオーツガラス外装ドアは蓋として機
能
 �手動式、または自動式ガス化システム
 �熱灼減量測定のための測定装置
 � 60リットルまで安全構想付き脱バインダー装備 6 ページを参照
 � VCDソフトウエアセットによるプロセス制御またはナーバテルム・コントロールセンター NCCによる監視・ド
キュメンテーション・制御76 ページを参照

型式 最高
温度

炉内寸法 mm 容量
(リット

外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量

°C 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW2 接続* (kg)
LH   15/12 1200 250 250 250 15 680 860 1215 5.0 三相1 170
LH   30/12 1200 320 320 320 30 700 930 1285 7.0 三相1 200
LH   60/12 1200 400 400 400 60 780 1070 1365 8.0 三相 300
LH 120/12 1200 500 500 500 120 880 1170 1465 12.0 三相 410
LH 216/12 1200 600 600 600 216 980 1270 1565 20,0 三相 460

LH   15/13 1300 250 250 250 15 680 860 1215 7.0 三相1 170
LH   30/13 1300 320 320 320 30 700 930 1285 8.0 三相1 200
LH   60/13 1300 400 400 400 60 780 1070 1365 11.0 三相 300
LH 120/13 1300 500 500 500 120 880 1170 1465 15.0 三相 410
LH 216/13 1300 600 600 600 216 980 1270 1565 22,0 三相 460

LH   15/14 1400 250 250 250 15 680 860 1215 8.0 三相1 170
LH   30/14 1400 320 320 320 30 700 930 1285 10.0 三相1 200
LH   60/14 1400 400 400 400 60 780 1070 1365 12.0 三相 300
LH 120/14 1400 500 500 500 120 880 1170 1465 18.0 三相 410
LH 216/14 1400 600 600 600 216 980 1270 1565 26,0 三相 460

LF   15/13 1300 250 250 250 15 680 860 1215 7.0 三相1 170
LF   30/13 1300 320 320 320 30 700 930 1285 8.0 三相1 200
LF   60/13 1300 400 400 400 60 780 1070 1365 11.0 三相 300
LF 120/13 1300 500 500 500 120 880 1170 1465 15.0 三相 410

LF   15/14 1400 250 250 250 15 680 860 1215 8.0 三相1 170
LF   30/14 1400 320 320 320 30 700 930 1285 10.0 三相1 200
LF   60/14 1400 400 400 400 60 780 1070 1365 12.0 三相 300
LF 120/14 1400 500 500 500 120 880 1170 1465 18.0 三相 410
1三相のうち二相が加熱用  *接続電圧については77ページを参照
2接続負荷は仕様によって上昇

ガスパージシステム

LH60/12、手動リフトドアおよび不燃性
の保護ガス反応ガス用ガスパージケー
ス付き
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LHT 16/17 LB

高温炉リフトボトム型 最高温度1700 °C

LHT/LB
電動式リフトテーブルはLHT/LB高温炉へのワーク装入をとりわけ容易にします。円筒状の炉室の全周加熱
により、理想的な温度均一化ができます。LHT 02/17 LB 型では、技術セラミック製の試料容器にワークを置
きます。また試料容器が三段に重ねられ、高い生産性を発揮します。LHT 16/17 LB型のサイズは生産現場
にも対応します。

 �最高温度1700 °C
 �高品質の二珪化モリブデンからなる発熱体
 �高品質のファイバー材で内装された炉室
 �炉室の全周加熱による優れた温度均一化
 �炉室は2または16リットルの内容積、広いテーブル面
 �下段のチャージ容器の下部の空気循環を向上させる炉台取付けのスペーサー
 �テーブル面の精密な電気軸心駆動、キーボード操作
 �ステンレス圧延板の本体
 �炉天井の排気孔
 � S熱電対
 �スイッチ装置、サイリスター付き
 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録
 �制御の内容は76ページを参照

LHT 02/17 LB型、積み重ね可能の試料
容器付き

試料容器は積み重ね可能
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型式 最高
温度

炉内寸法 mm 内容積 外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量

°C 直径 H L 幅 奥行き 高さ kW1 接続* kg
LHT 02/17 LB 1700 Ø 120 130 2 540 610 740 2,9 単相 85
LHT 16/17 LB 1700 Ø 260 260 16 650 1250 1980 12,0 三相 410
1接続負荷は仕様によって上昇 *接続電圧については77ページを参照

付属装置
 �過温遮断設定可能の温度制御器、EN 60519-2の熱保護クラス2準拠、炉とワークの過熱保護
 �試料容器は3段まで積み重ね搬入可能 
 �炉洗浄のための不燃性の保護および反応ガス用の保護ガス接続
 �手動および自動ガスパージシステム
 �床面の調整可能のスリット
 �監視、記録、制御用にVCDソフトウェアパケットでプロセス制御と記録 76ページを参照電動移動型テーブル

LHT 04/16 SW型 熱損失量測定のための計量器とガス化システム付き

温度変化と熱灼減量をPCに記録する
ソフトウェア

熱損失量測定のための計量器付き高温炉と熱重量分析

LHT 04/16 SWとLHT 04/17 SW
特別ラボラトリーにおける熱損失量測定と熱重量分析(TGA)のためにこの高温炉が開発されました。総合シ
ステムは、1600 °C または1750 °Cの高温炉、台型テーブル、炉内測定の精密計量器、および時間内での温
度変化の進行と重量損失を記録する高性能のソフトウェアからなります。

 �操作説明書の枠内における規定どおりの使用
 �ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録

型式 最高
温度

炉内寸法 mm 容量
(リット

外形寸法 mm 加熱能力 電源 重量 昇温

°C 幅 奥行き 高さ ル) 幅 奥行き 高さ kW3 接続* (kg) 時間 分2

LHT 04/16 SW 1600 150 150 150 4 655 370 890 5,0 三相1 85 25
LHT 04/17 SW 1750 150 150 150 4 655 370 890 5,0 三相1 85 40
1三相のうち二相が加熱用  *接続電圧については77ページを参照
2230 V 1/N/PE または 400 V 3/N/PEに接続する場合 3接続負荷は仕様によって上昇
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カスタマイズされた管状炉装置

高度のフレキシビリティーと技術革新によってナーバザム社は、ユーザー固有の使用目的のための最適の解
決策を提供します。 

弊社は基本モデルをもとに、総括的なプロセス装置の統合のためにも個別の機種バリエーションを設計製
作します。この頁に紹介されている解決法は多くの可能性の一部にすぎません。革新的な調整、自動化技
術による真空下の作業、または保護ガス雰囲気から管状炉装置の温度、サイズ、長さ、特性に至るまで、弊
社はプロセスの最適化のための解決法を見出します。

RS 100/250/11S 開閉式 試験装置への
組込み用

RS 250/2500/11S、5ゾーン、高真空・保護ガス雰囲気下で導線を焼きなまし、即冷却装置と排気煙突が付属

回転管状炉RSR 250/3500/15S 生産設備に融合したRS 460/1000/16S

管状炉やその他ラボラトリー用の炉についての
情報は、カタログ「ラボラトリー」をご覧ください!
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温度均一性とシステムの精度

温度均一性の報告のための測定装置

システムの精度は制御器と熱電対および有効空間の許容差から
割り出します。

熱電対の許容　例 +/- 1,5 
K

制御器の精度 例 +/- 1 K 有効空間の測定点の平均温度
差、例えば +/- 3 K 

空気循環式チャンバー炉に装填可能な測定装置 
N 7920/45 HAS

温度均一性として、定義された有効空間温度の最大許容領域が表示されます。基本的には炉室と有効空間は異なります。炉室は提供できる
空間の総容量、有効空間は装入に使用できる空間で炉室よりも小さくなります。

標準炉において+/-Kで示される温度均一性の表示値

標準仕様においては、ホールドタイム中に空の炉内の有効空間内部にて定義された名目作
業温度の+/-Kにおける温度均一性の特定が行われます。温度均一性のために比較測定を実
施する場合は、炉をそれに応じて較正する必要があります。標準仕様では炉は納品前には較
正されません。

＋/-Kにおける温度均一性のキャリブレーション

参照温度、または、定義された参照温度作業範囲内での絶対温度均一性が必要な場合は、
炉を校正しなければなりません。例えば、750 °C の温度で +/- 5 K の温度均一性が必要な
場合は、有効空間内で最低温度 745 °C ～最高温度 755 °C である必要があります。

システムの精度

許容値は有効空間（上記参照）に限らず、熱電対や制御器にも存在します。定義された名目
温度（あるいは名目温度領域）で完全な温度均一性が+/- Kが要求された場合:

 · 制御器から熱電対までの測定距離の温度差を測定
 · この温度（あるいは温度領域）での有効空間の温度均一性を測定
 · 場合によっては、制御器に示された温度と炉内の実際の温度を調節するために、制御器に

オフセットを設置します。
 · 測定結果のドキュメンテーションとしてプロトコールが作成されます。

プロトコール付きの有効空間の温度均一性

標準炉では、+/-K 単位の温度均一性が炉の計測なしで保証されます。追加装備として、DIN 17052-1 に準拠する、有効空間内の参照温度で
の温度均一性計測器も取り揃えています。炉のモデルごとに、有効空間と同じ寸法のフレームを炉内に挿入します。このフレームに定義された
最大 11 の計測位置に熱電対が固定されています。温度分布は、静止した後で、お客様が指定する参照温度で計測します。必要な場合は、異
なる参照温度、または、定義された参照動作範囲を校正することもできます。
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シリーズ 500

コントローラーシリーズ500は独自の幅広いサービスと直感的な操作が特長です。無料のスマートフォンアプリ「MyNabertherm」を組み合わせるこ
とで、かつてないほど容易かつ効率的に炉を操作したり監視できます。操作とプログラミングは、高コントラスト比の大型タッチパネルで行いま
す。このタッチパネルには、その時々に関連する情報が正確に表示されます。

 · 温度曲線のわかりやすいグラフィック表示
 · プロセスデータのクリアな表示 
 · 24 ヶ国語から選択可能
 · 連続的かつ魅力的な設計
 · 多くの機能をわかりやすい記号で表示
 · 精密温度調整
 · ユーザーレベル
 · 予想終了時間と日付のあるプログラムステータスインジケータ
 · プロセス曲線を .csv ファイル形式で USB ストレージメディアに文書化
 · USBスティック経由でサービス情報を読み取り可能
 · クリアな表示
 · クリアテキスト表示
 · すべての炉ファミリー向けに設定可能
 · さまざまなプロセス向けにパラメータ化可能

標準タイプ

アナログボタンと回転スイッチのビッグ・ブラザ
ーです。 コントローラーと直感的な操作の新世
代です。 極めて複雑な機能を提供して、シンプ
ルな操作を可能にします。 24ヶ国語に対応す
るタッチディスプレイです。 実行中のプログラ
ムとその終了時間を正確に表示します。
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Weitere Informationen zu den Nabertherm Controllern, der Prozessdokumentation sowie Tutorials zur Bedienung finden Sie 
auf unserer Internetseite: https://nabertherm.com/de/serie-500

最新設計

温度曲線とプロセスデータのカラー表示

簡単なプログラミング  

タッチパネル経由で簡単かつ直感的なプログラム入力

セグメント表示 

プロセス情報（設定値、実際の値、有効な機能など）についての詳
細な概要

統合ヘルプ機能

異なるコマンドに関する情報のクリアテキスト表示

プログラム管理  

温度プログラムをお気に入りとしてカテゴリー別に保存できます

ハイライト

実証されたコントローラー機能に加えて、新世代コントローラーは次の新しい機能を提供します。 主なハイライトは次のとおりです:

Nabertherm コントローラとプロセス文書化に関する詳細情報、および、操作についてのビデオチュートリアルは弊
社ウェブサイトでご覧いただけます: https://nabertherm.com/ja/shirisu-500

Wi-Fi 対応 

MyNabertherm アプリと接続

ユーザーレベル精密温度調整 USBにプロセス文書
を保存

直感的なタッチスク
リーン

簡単なプログラム入力
と制御
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1台または複数の Nabertherm 炉を簡単に同時監視可能

それぞれの炉のプログラム進捗状況を表示

プロセス進捗状況のモバイル監視用の MyNabertherm アプリ

簡単に連絡可能

MyNaberthermアプリ – 無料の高性能アプリがシリーズ 500 の Nabertherm コントローラをデジタルに補完します。オフィスやワークショップから、
または、移動中など、どこからでも Nabertherm 炉のプロセス進捗状況をオンラインで簡単に追跡できます。アプリを使えば、コントローラのように
情報を取得できます。アプリは 24 ヶ国語に対応します。

アプリの機能

 · 1台または複数の Nabertherm 炉を簡単に同時監視可能
 · ダッシュボード
 · 1台の炉の個別の概要
 · アクティブ/インアクティブな炉を表示
 · 稼働状態
 · 現在のプロセスデータ

それぞれの炉のプログラム進捗状況を表示

 · プログラム進捗状況のグラフィック表示
 · 炉名、プログラム名、セグメント情報を表示
 · 開始時間、プログラムの所要時間、残り時間を表示
 · フレッシュエアベンチレーター、排気ダンパー、ガスパージなどの追加機能

を表示
 · 動作モードをシンボル表示

エラーメッセージの場合やプログラム終了時のプッシュ通知

 · ロック画面上のプッシュ通知
 · エラーメッセージ表示、個別の概要とメッセージ一覧に障害の説明が表示

されます

サービスに連絡可能

 · 記録された炉データをもとに迅速なサポートを提供

要件

 · お客様の Wi-Fi 経由で炉をインターネットと接続
 · Android（バージョン 9 以降）または OS（バージョン 13 以降）が搭載された

モバイルデバイス向け
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シリーズ500の新しいコントローラー向けの新しい
Naberthermアプリを使えば、すべてを一目で確認
できます。iOSおよびAndroid向けのアプリを使って
炉を最大限にご活用ください。今すぐダウンロードし
てください。

アートとクラフト、ラボラトリー、歯科、サーマルプロセス技術、先端材料、鋳造向けNaberthermの炉をシリーズ500のタッチパネルコントローラーで
監視できます。

24 ヶ国語に対応

わかりやすいコンテキストメニュー Nabertherm 炉に追加

エラーメッセージの場合のプッシュ通知
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ナーバザム社炉の接続電圧
単相：すべての機種の炉は接続電圧110V～240V、50または60Hzでお求めいただけます。
三相：すべての機種の炉は接続電圧200V～240V、または380V～480V、50または60 Hz でお求めいただけます。
カタログのすべての皮相電力は400V (3/N/PE) および 230V (1/N/PE)の標準仕様による。

標準コントローラの機能

標準型制御器 炉グ
ループへの割当
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カタログ頁 18 18 20 20 22 26 27 28 29 29 30 30 34 36 38 40 41 42 43 45 46 49 50 54 58 60 60 61 62 66 67 68 68 69 69 70 72 73
制御器
C280 ¡ ¡
P300 ¡ ¡ l4 l4 l4 l4 ¡ ¡ l4 l4 ¡
P310 ¡ ¡ l4 l4 l4 l4 l4

C6/3208 ¡ ¡
R7 l
B130 l4 l4

B150 l4 l4 l4

B180 l ¡
P330 ¡ ¡ ¡
3504 ¡ ¡ ¡ ¡ l4 ¡ ¡ ¡
B500 l4 l4 l4 l4 l4 l4

B510 ¡ l
C540 ¡ ¡ ¡ ¡
C550 ¡ ¡
P570 ¡ l4 l4 l4 l4 ¡ ¡ l4 l4 l4 l4 l4 l4 l4 l4 ¡ l4 l4

P580 ¡ ¡
H500/SPS ¡ ¡ ¡ l4 l4 l4 l4 l4 ¡
H700/SPS l l l l ¡ l ¡ ¡ ¡ ¡ l l l l
H1700/SPS ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ l4 l4 l4 l4 ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ l ¡ l l
H3700/SPS ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ l ¡ ¡ ¡ ¡ l ¡
NCC ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡

R7 3216 3208 B500/
B510

C540/
C550

P570/
P580

3508 3504 H500 H1700H3700 NCC

プログラム数 1 1 5 10 50 1/10/ 
25/503

1/10/ 
25/503 20 20 20 100

セグメント 1 8 4 20 40 5003 5003 20 20 20 20
特別機能（例えば送風装置、自動フラップ等）最大 2 2 2-6 0-43 2-83 33 6/23 8/23 16/43

最大の調整ゾーン数 1 1 1 1 1 3 21,2 21,2 1-33 8 8 8
ゾーン調整の制御 l l l
チャージ調整/溶解槽制御 l ¡ ¡ ¡ ¡ ¡ ¡
自己最適化機能 l l l l l l l
実時間時計 l l l l l l l
カラー表示のグラフィック l l l 4" 7" 7" 12" 22"
温度曲線のグラフィック表示（プログラムシーケンス） l l l
テキスト表示のステータス報告 l l l l l l l l l l
タッチパネルによるデータ入力 l l l l l l
プログラム名の入力（例：「焼結」） l l l l l l
操作キーロック l l l ¡ ¡
ユーザーレベル l l l l l ¡ ¡ ¡ l
セグメント変更のためのスキップ機能 l l l l l l l
ステップ式プログラム入力 1 °Cまたは1分単位 l l l l l l l l l l l l
スタート時間設定可能（例えば夜間電力使用のため） l l l l l l l
°C/°F　切り替え ¡ ¡ ¡ l l l ¡ ¡ l l3 l3 l3

KWhメーター l l l
動作時間カウンター l l l l l l l
設定値出力 ¡ l l l ¡ ¡ ¡ ¡ ¡
HiProシステム向けNTLog Comfort、プロセスデータを外付け保存メディアに記録 ¡ ¡ ¡
ナーバサーム・コントローラー用NTLog Basic、プロセスデータをUSBスティックに記録 l l l
VCDソフトウエアのためのインターフェース ¡ ¡ ¡ ¡ ¡
エラーメモリ l l l l l l l
選択可能言語の数 24 24 24
Wi-Fi 対応 (MyNaberthermアプリ) l l l
1 溶解槽制御としてではなく l 標準
2 各ゾーン調整器ごとの追加の調整制御可能¡ オプション
3 仕様によって異なる
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記録したデータを MS WindowsTM の ExcelTM でわ
かりやすく評価するためのフリーウェア NTGraph

PC 経由でプロセスデータ保管とデータ入力

PC で理想的にプロセスを文書化したりデータを入力するために、プロセス評価と記録のさまざまなオプションがあります。次のオプションは、標
準コントローラを使用する場合のデータ保管に適しています。

PC でプログラムを入力するための MS Windows™ 向け NTEdit ソフトフェア

MS Windows™ 向け NTEdit ソフトソフトウェア（フリーウェア）を使えば、プログラムをわかりやすく容易に入力できます。プログラムは PC で入
力して、お客様の USB スティックを使ってコントローラ（(B500, B510, C540, C550, P570, P580)にインポートできます。公称曲線は表またはグラ
フで PC に表示されます。NTEdit にプログラムをインポートすることもできます。Nabertherm は NTEdit で使いやすい無料のツールを提供しま
す。お客様側に MS Windows™ の Excel™（バージョン 2007 以降）がインストールされている必要があります。ソフトウェアは 8 ヵ国語（DE/EN/
FR/ES/IT/CN/RU/PT）に対応します。

それぞれの炉を管理するために MS Windows™ 向け NTGraphで可視化

NTLog からのプロセスデータは、お客様の表計算プログラム（MS Windows™ の MS Excel™ など）、または、NTGraph（フリーウェア）経由で可視
化できます。Nabertherm は 、NTLog で生成したデータを表示するために、使いやすい無料ツールを提供します。お客様側に MS Windows™ の 
MS Excel™ （バージョン 2003 以降）がインストールされている必要があります。データをインポートした後で、図、表、レポートの生成を選択でき
ます。デザイン（色、スケール、名称）は用意されたセットで調整できます。NTGraph は 8 ヵ国語（DE/EN/FR/ES/IT/CN/RU/PT）で操作できます。ま
た、選択したテキストをその他の言語で生成できます。

NTLog Basicを用いたナーバテルムコントローラーのデータを保存

NTLog で、接続された Nabertherm コントローラ(B500, B510, C540, C550, P570, P580)のプロセスデータを USB スティックに記録できま
す。NTLog Basic によるプロセス文書化には熱電対やセンサーを追加する必要はありません。記録されるのは、コントローラで使用できるデータ
だけです。USB スティックに保存されたデータ（最大 130000 のデータレコード, CSV 形式）は、NTGraph、または、お客様側の表計算プログラム

（MS Windows™ の MS Excel™ など）経由で PC で評価されます。誤ったデータ操作から保護するために、生成されたデータレコードにはチェッ
クサムが含まれています。

接続したコントローラのプロセスデータを USB ステ
ィックに記録

MS WindowsTM 向けソフトウェア NTEdit（フリーウェ
ア）経由でプロセス入力
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標準データ保管
可視化、制御、記録用のVCDソフトウェア

制御・可視化・ドキュメンテーション用ソフトウエ
ア、VCD

３つの炉の構造の例

全体のグラフィック表示（炉は４つ） 燃焼工程のグラフィック表示

記録と再現が可能であることは、品質保証においてますます重要になってきています。この性能のいいVCDソフトウェアは、個別または複数の
炉の管理及びチャージの記録をナーバテルムのコントローラに表示します。

VCD ソフトウェアは、シリーズ 500 および 400 のコントローラ、ならびに、その他さまざまな Nabertherm コントローラのプロセスデータを記録し
ます。また、最大 400 までのさまざまな熱処理プログラムを保存できます。コントローラは、PC のソフトウェア経由で起動および停止します。プロ
セスは文書化されて保管されます。データは図または表で表示されます。プロセスデータを MS WindowsTM の ExcelTM に転送したり（.csv 形式）
、または、 PDF 形式のレポートを生成することもできます。

性能の特徴

 · シリーズ 500 - B500/B510/C540/C550/P570/P580 のコントロー
ラ、シリーズ 400 - B400/B410/C440/C450/P470/P480 のコントロ
ーラ、Eurotherm 3504、および、その他さまざまな Nabertherm コ
ントローラで使用できます。

 · オペレ―ティングシステム Microsoft Windows 7/8/10/11 に対応
 · インストールが簡単
 · プログラムの図表プログラミング、保存、印刷
 · パソコンからコントローラーを操作
 · １６台の炉（複数層も）まで温度変化を記録保存
 · サーバーにアーカイブデータを重複保存
 · バイナリデータストレージにより、さらに高いセキュリティーレベル
 · 検索機能で、チャージデータを入力
 · 評価の可能性、データを MS WindowsTM の ExcelTM にエクスポー

トできますPDFフォーマットで報告書作成
 · 24言語が選択可能

のオプションパケットI 調整器に依存しない接続と追加の温度測
定箇所表示器のため

 · チャージ温度の文書化などのために、測定した温度を付属の 
C6D ディスプレイに表示する独立した熱電対（タイプ  S 、 N、ま
たは、K）の接続

 · 測定値をVCDソフトウェアにコンバートまたは伝送
 · データの評価はVCDソフトウェアの機能の特徴を参照のこと
 · 測定箇所の温度の表示器は直接オプションパケットに表示 

のオプションパケットII ３、６または９カ所の調整器に依存しない温
度測定箇所

 · タイプ KやS、N、Bなど三つのサーモエレメントを同梱の接続ボッ
クスへ接続

 · ９ヶ所までの温度測定箇所のための、２つまたは３つの接続ボック
スのオプション可

 · 測定値をVCDソフトウェアにコンバートまたは伝送
 · データの評価はVCDソフトウェアの機能の特徴を参照のこと
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PLC 制御
HiProシステム

H3700　図形表示H1700　カラーの図表

単一ゾーンと複数ゾーンプラント向けの PLC 制御を備えたプロフェッショナルプロセス制御装置は、シーメンスハードウェアベースです。任意に
設定および拡張できます。 HiProSystems は次のような場合に使用できます: 吸気・排気フラップ、冷却ファン、自動動作などの機能が求められ
る場合、炉を複数ゾーンで制御しなければならない場合、遠隔保守毎の文書化や保守/サービス作業の要求が高い場合。 対応するプロセスの
記録は、個別に調整できます。

HiProシステム用選択可能な操作画面

プロセス制御装置　H500
簡単な操作と監視のための標準型設計は、すでにユーザーの要求の殆どをカバーします。 温度／時間プログラムと作動中の特殊機能は、表で
一覧できるよう表示されます。メッセージはテキスト表示されます。 データは、オプションのNTLog ComfortでＵＳＢスティックに保存されます。

プロセス制御装置　H1700
お客様固有の仕様は、H500 のサービスで実現できます。 基本データは、グラフィカルに構造化されたインターフェース搭載の 7“ カラーディス
プレイに傾向として表示されます。

プロセス制御装置　H3700
機能は大きな12インチディスプレイで表示。基本データはトレンド分析またはグラフィックの装置一覧で表示。この性能はH1700で可能。

リモートメンテナンス（遠隔保守）ルーター – 故障時の迅速なサポート

故障の場合の迅速な分析のために HiProSystems プラントのリモートメンテナンス（遠隔保守）システムを使用します（モデルによって異なりま
す）。プラントにはルーターが装備されています。このルーターはお客様がインターネットに接続します。故障時には、Nabertherm が安全な接続

（VPN トンネル）経由で炉制御にアクセスして、故障診断を行います。ほとんどの場合、専門担当者が Nabertherm の指示に従って現場で迅
速かつ容易に問題を解決できます。

インターネット接続がない場合は、オプションの LTE ネットワーク経由のリモートメンテナンス（遠隔保守）を追加装備として提供します。

リモートメンテナンス（遠隔
保守）用のルーター
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T温度記録計

型式 6100e 型式 6100a 型式 6180a
タッチスクリーンでの入力 x x x
カラーディスプレイのサイズ(単位: インチ) 5,5" 5,5" 12,1"
熱電対インプット数(max.) 3 18 48
USBメモリからのデータ読取り x x x
チャージデータの入力 x x
解析ソフトウエアは製品に含まれる x x x
AMS 2750 F に準拠した TUS計測に使用可能 x

温度記録計

制御装置に接続したソフトウエアを介したドキュメンテーションの他にも、ナーバー・サームは
適応領域各々に応じた各種温度レコーダを提供しています。

NTLog Comfortを用いたナーバテルムHiProシステムのデータを保存

拡張モジュールNTLog ComfortはModul NTLog Basicと同等の機能を備えています。シーメ
ンスのPLC制御装置H1700またはH3700のプロセスデータは読み込まれ、リアルタイムでUSB
スティックに保存されます。HiProシステム調整のプロセスデータが選別され、リアルタイムで
USBスティックに保存されます。さらに拡張モデルNTLog Comfortは、イーサネットにより一台
のコンピューターから同じローカル・エリア・ネットワークに接続でき、データは直接このコンピュ
ーターに書き込まれます。

プロセスデータ保管

次のオプションは工業プロセス文書化と複数の炉からのデータの記録で使用できます。これらのオプションは PLC 制御向けのプロセスデータの
文書化で使用できます。

USB スティック経由でシーメンスの  PLC 制御のデー
タを記録する NTLog Comfort 

NTLog Comfort - USB スティック経由でデータを
記録 

NTLog Comfort - PC 上でオンラインでデータを
記録
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標準型式

 · 中央炉制御 
 · グラフィカルな炉概要（最大 8 台の炉に対応）
 · 表形式の分かりやすいプログラム入力（100のプログラムチャンネル）
 · チャージ管理（項目、量、追加情報）
 · 会社のネットワークに接続 
 · 設定可能なアクセス権
 · 熱処理のオンライン監視
 · 文書の改ざん防止
 · 炉モデルに合わせたエラーメッセージリスト 
 · アーカイブ機能
 · 納品にはPCとプリンタが含まれています
 · 測定ポイントあたり最大18の温度まで測定セクションを校正できます。 通

常の要件では、多段階校正が可能です

Nabertherm コントロールセンター - NCC
PC ベースの制御、プロセス可視化、および、プロセス文書化ソフトウェア

追加装備

 · バーコード経由でチャージデータを読み取ります 
 - 簡単なデータ収集、チャージを交換する場合に最適
 - 定義されたチャージデータでデータ品質を確保

 · チャージ比較のあるレシピファイリング
 - チャージとレシピを比較することでプロセスの安全性が向上 

 · 調整可能なアクセス権、例えば、従業員カード経由のアクセス権など
 · 文書化でソフトウェアの拡張、AMS2750F（NADCAP）、CQI9またはアメリ

カ食品医薬品局（Food and Drug Administration、FDA）、Part 11、EGV 
1642/03の要件に従うことも可能です

 · 重要なシステムへの接続用のインターフェース
 · SQL接続
 · 冗長データストレージ
 · 故障の場合などのSMS経由のメッセージ用の移動無線接続またはネットワ

ーク接続
 · さまざまなPCワークステーションの制御
 · 産業用PCまたはバーチャルマシンとしての型式
 · PCキャビネット
 · PC用UPS
 · お客様の仕様に従ってカスタマイズ可能

プラント概要 炉概要

Nabertherm コントロールセンターは PC ベースの炉制御です。HiProSystem SPS 制御で炉向けに最適拡張できます。 システムは、多数の用途
で、文書化やプロセス安全性の厳しい要件に対応し、複数の炉を快適に管理できます。 この高性能ソフトウェアは、自動車、航空、医療技術、技
術セラミックなどの業界の多くのお客様にご利用いただいています。

測定距離の校正 

高真空下での処理用のレトルト炉 NR 300/08

不燃性保護ガス下での脱バインダー用の IDB セーフティコンセプト
が実装されたレトルト炉 NR 80/11 
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www.nabertherm.comをご覧ください。 弊
社について詳しくお知りいただけます。 と
りわけ製品についてのすべての情報を得
ることができます。

ホットな最新情報、見本市スケジュールの
ニュースに並んで、もちろん、お客様のご
相談相手としての弊社専門担当員、また
は世界的販売網による最寄の代理店へ
の直接のコンタクトの可能性もあります。

専門技術の解決のため
 �アートと工芸
 �ガラス
 �先端材料
 �ラボラトリー
 �歯科
 �金属、樹脂および表面技術用の熱プロ
セス技術
 �鋳造

ナーバザム社の世界：www.nabertherm.com

本社:
Nabertherm GmbH
Bahnhofstr. 20
28865 Lilienthal, ドイツ
contact@nabertherm.de

販売会社
チャイナ
Nabertherm Ltd. (Shanghai)
150 Lane, No. 158 Pingbei Road, Minhang District
201109 Shanghai, チャイナ
contact@nabertherm-cn.com

フランス
Nabertherm SARL
20, Rue du Cap Vert
21800 Quetigny, Frankreich
contact@nabertherm.fr

イタリア
Nabertherm Italia
via Trento N° 17
50139 Florence, イタリア
contact@nabertherm.it

グレート·ブリテン
Nabertherm Ltd., イギリス
contact@nabertherm.com

スイス
Nabertherm Schweiz AG
Altgraben 31 Nord
4624 Härkingen, Suisse
contact@nabertherm.ch

スペイン
Nabertherm España
c/Marti i Julià, 8 Bajos 7a

08940 Cornellà de Llobregat, スペイン
contact@nabertherm.es

アメリカ
Nabertherm Inc.
54 Read‘s Way
New Castle, DE 19720, アメリカ
contact@nabertherm.com

ベネルクス
Nabertherm Benelux, オランダ
contact@nabertherm.com

その他の国々の皆様は弊社のインターネットサイトをご利用下さい:
http://www.nabertherm.com/contacts


